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〈
論
文
〉

宮
原
民
平
と
「
通
俗
衜
敎
」

―
白
話
文
学
研
究
者
が
語
る
道
教
―

平　

崎　

真　

右

要
旨　

戦
前
期
の
日
本
で
は
、
道
教
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
て
捉
え
る
視
点
が
明
治
一
〇
年
代
よ
り
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
前
史
に
、
宗
教
と
し
て

の
道
教
の
う
ち
「
一
般
民
衆
の
生
活
の
な
か
の
道
教
」
と
い
う
論
点
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
自
覚
的
な
発
言
者
を
「
支
那
学
者
」
に
み
れ
ば
早
く
は
狩

野
直
喜
（
一
八
六
八
―
一
九
四
七
）
を
、
あ
る
い
は
「
通
俗
衜
德
」
と
い
う
論
点
で
は
服
部
宇
之
吉
（
一
八
六
七
―
一
九
三
九
）
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
論
点
は
彼
ら
の
弟
子
を
は
じ
め
と
す
る
帝
大
系
支
那
学
者
た
ち
の
関
心
か
ら
は
後
退
し
て
い
く
。
一
方
で
、 

外
地
で
は
橘
樸 （
一
八
八
一
―

一
九
四
五
）
や
中
野
江
漢
（
一
八
八
九
―
一
九
五
〇
）
ら
が
狩
野
ら
の
論
点
を
「
通
俗
衜
敎
」
と
呼
び
探
究
し
た
が
、
内
地
で
同
様
の
任
を
果
た
し

て
い
た
人
物
こ
そ
が
宮
原
民
平
（
一
八
八
四
―
一
九
四
四
）
で
あ
っ
た
。
宮
原
は
母
校
・
拓
殖
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
、
元
曲
を
中
心
と
す
る
白
話

文
学
研
究
者
と
し
て
著
名
だ
が
、
従
来
の
支
那
学
お
よ
び
中
国
学
研
究
史
の
な
か
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
宮
原
に
お
け

る
学
術
お
よ
び
中
国
認
識
の
特
徴
を
考
え
る
う
え
で
と
く
に
道
教
に
関
す
る
言
説
を
と
り
あ
げ
、
橘
樸
の
ほ
か
、
青
木
正
児
（
一
八
八
七
―
一
九
六

四
）
や
塩
谷
温
（
一
八
七
八
―
一
九
六
二
）
ら
、
宮
原
と
同
じ
く
白
話
文
学
研
究
を
専
門
と
し
た
同
時
代
人
た
ち
と
も
対
照
し
な
が
ら
、
道
教
を
語

る
白
話
文
学
研
究
者
と
し
て
の
宮
原
と
い
う
立
ち
位
置
を
割
り
出
し
て
い
く
。
こ
の
宮
原
の
立
ち
位
置
を
支
え
た
も
の
こ
そ
「
生
き
た
支
那
」
を
知

る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
彼
の
「
支
那
」
理
解
も
導
か
れ
て
い
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
宮
原
民
平
・
通
俗
道
教
・
支
那
学
・
狩
野
直
喜
・「
生
き
た
支
那
」
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は
じ
め
に
―
考
察
の
視
点
―

　

戦
前
期
の
日
本
に
お
け
る
「
支
那
学（

1
（

」
は
、
近
代
以
前
ま
で
に
ド
ミ
ナ
ン
ト
な
知
を
形
成
し
て
き
た
「
漢
学
」
に
対
し
、
そ
れ
と
は
異

な
る
契
機
を
い
く
つ
か
は
ら
む
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
。
そ
の
特
徴
を
大
づ
か
み
な
が
ら
示
せ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の

導
入
、
中
国
大
陸
と
日
本
列
島
と
の
新
し
い
政
治
環
境
の
出
現
、
明
治
期
以
降
生
ま
れ
の
新
世
代
の
台
頭
、
出
土
物
や
中
国
白
話
文
学
へ

の
注
目
、
訓
読
で
は
な
く
中
国
語
に
よ
る
漢
字
文
献
の
読
解
な
ど
の
諸
点
を
、
ひ
と
ま
ず
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る（

2
（

。
こ
れ
ら
の
特
徴

を
備
え
た
支
那
学
は
、
学
術
史
的
に
は
旧
来
の
漢
学
を
軸
と
し
て
き
た
東
京
お
よ
び
東
京
帝
国
大
学
の
系
統
に
対
し
て
、
京
都
帝
国
大
学

を
拠
点
に
展
開
し
た
も
の
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
こ
と
が
多
い（

（
（

。
そ
し
て
第
二
次
大
戦
後
に
は
日
本
の
支
那
学
全
体
が
「
中
国
学
」
と
し
て

再
編
さ
れ
て
ゆ
く
際
、
京
都
帝
大
を
中
心
と
し
た
支
那
学
お
よ
び
支
那
学
者
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
旧
聞
に
属

す
る
事
柄
で
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
近
代
日
本
の
支
那
学
に
触
れ
る
際
に
は
、
京
都
帝
大
の
そ
れ
を
軸
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
今
な
お
一
般
的
だ
が
、
東
京
帝

大
で
再
編
さ
れ
て
ゆ
く
漢
学
あ
る
い
は
支
那
学
を
は
じ
め
と
し
て（

4
（

、
支
那
学
と
い
う
営
み
そ
れ
自
体
に
は
、
な
お
複
数
の
系
統
が
認
め
ら

れ
る（

5
（

。
例
え
ば
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一
二
月
に
、
外
務
省
文
化
事
業
部
よ
り
刊
行
さ
れ
た
中
村
久
四
郎
『
現
代
日
本
に
於
け
る
支

那
學
硏
究
の
實
狀
』
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
も
、
当
時
に
お
け
る
支
那
学
の
広
範
な
展
開
が
う
か
が
え
る（

6
（

。
こ
こ
で
は
そ
の
様
々
な
支
那
学

の
う
ち
、
中
村
に
よ
り
「
東
洋
協
會
並
に
拓
殖
大
學
」
と
立
項
さ
れ
た
、
拓
殖
大
学
に
お
け
る
支
那
学
に
つ
い
て
、
な
か
で
も
そ
の
実
質

を
担
っ
た
宮
原
民
平
と
彼
の
学
術
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
、
宮
原
民
平
に
関
す
る
基
礎
情
報
を
確
認
し
て
お
く
。
宮
原
民
平
（
一
八
八
四
―
一
九
四
四　

以
下
、
宮
原
）
は
、
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明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
九
月
佐
賀
県
に
生
ま
れ
、
私
立
順
天
中
学
校
卒
業
後
の
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
九
月
、
当
時
の
台
湾
協

会
学
校
に
給
費
生
と
し
て
入
学
す
る
。
台
湾
協
会
学
校
（
現
拓
殖
大
学
の
前
身
）
は
、
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
九
月
に
台
湾
経
営
を

担
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
宮
原
は
そ
の
四
期
生
と
な
る（

7
（

。
在
学
中
の
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
六
月
、

日
露
戦
争
下
で
は
現
地
通
訳
官
と
し
て
満
洲
に
従
軍
し
、
翌
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
一
二
月
に
帰
国
後
、
復
学
す
る
。
明
治
三
九
（
一
九

〇
六
）
年
七
月
に
卒
業
後
、
同
年
九
月
に
は
台
湾
協
会
専
門
学
校（

8
（

の
講
師
に
採
用
さ
れ
、
死
去
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
母
校
の
教
育
に
携

わ
っ
た
。
教
育
活
動
で
は
主
に
中
国
語
や
漢
文
教
育
を
担
っ
た
が
、
そ
の
一
方
、
学
者
と
し
て
は
中
国
白
話
文
学
、
殊
に
元
曲
を
中
心
と

し
た
戯
曲
研
究
者
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
東
京
帝
国
大
学
や
大
東
文
化
学
院
な
ど
に
講
師
と
し
て
出
講
す
る
ほ
か
、『
國
譯
漢
文
大
成
』
の

「
西
廂
記
」
や
「
還
魂
記
」、『
古
典
劇
体
系
』「
支
那
篇
」
の
翻
訳
、
ま
た
『
支
那
文
學
大
觀
』
の
編
集
・
翻
訳
な
ど
に
も
従
事
し
た
。
そ

の
他
の
領
域
で
は
、
中
国
語
教
育
に
関
す
る
教
科
書
の
執
筆
や
『
支
那
語
雜
誌
』
の
発
行
、
道
教
に
対
す
る
解
説
や
講
演
の
ほ
か
、
時
事

に
つ
い
て
も
そ
の
つ
ど
多
く
の
論
評
を
残
し
て
い
る
。

　

教
育
と
研
究
、
二
つ
の
顔
を
も
つ
宮
原
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
は
母
校
で
あ
り
本
務
校
で
あ
っ
た
拓
殖
大
学
に
お
け
る
活
動
や（

9
（

、
翻
訳
を

含
む
白
話
文
学
研
究
に
関
す
る
言
及（

（1
（

な
ど
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
と
く
に
そ
の
研
究
面
に
お
け
る
功
績
や
特
徴
に
つ
い
て
、
従
来
の
支
那

学
お
よ
び
中
国
学
研
究
史
の
な
か
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
近
代
日
本
の
支
那
学
の
展
開
か
ら
宮
原
の
学
術
研
究
あ
る
い
は
言
説
を

み
る
と
き
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
に
お
け
る
大
き
な
問
い
で
あ
る
。
そ
れ
と
同

時
に
、
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
支
那
学
研
究
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
、
宮
原
の
支
那
学
の
目
的
や
方
向
性
を
あ
ら
た
め
て
俎
上
に
載
せ

る
こ
と
は
、
宮
原
個
人
を
研
究
史
に
再
定
位
す
る
作
業
で
も
あ
る
。

　

本
稿
で
は
以
上
の
目
論
見
の
も
と
、
宮
原
の
研
究
面
に
お
け
る
活
動
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は
道
教
に
対
す
る
認
識
や
発
言
を
中
心
に

据
え
て
論
じ
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
に
宮
原
を
扱
っ
た
論
考
の
う
ち
、
道
教
に
焦
点
を
あ
て
た
専
論
は
、
管
見
の
か
ぎ
り
見
当
た
ら
な
い
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よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
の
専
門
で
あ
る
白
話
文
学
領
域
で
は
な
く
、
道
教
と
の
関
係
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
見
当

は
ず
れ
か
も
し
れ
な
い
。
た
し
か
に
宮
原
自
身
、
自
分
は
道
教
を
含
む
民
間
信
仰
の
専
門
家
で
は
な
く
、
白
話
文
学
が
専
門
で
あ
る
と
の

発
言
も
残
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
宮
原
が
道
教
に
言
及
し
は
じ
め
た
時
期
の
日
本
社
会
に
お
け
る
道
教
研
究
の
状
況
に
つ
い
て
、「
広
く
中

国
哲
学
・
思
想
及
び
文
学
・
科
学
・
歴
史
な
ど
の
研
究
に
お
い
て
も
、
そ
れ
自
体
の
研
究
が
進
め
ら
れ
る
だ
け
で
、
道
教
と
か
宗
教
と
の

関
連
か
ら
の
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た（

（1
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
き
、
宮
原
が
白
話
文
学
と
の
関
連
か
ら
道

教
を
積
極
的
に
語
っ
て
い
た
こ
と
こ
そ
、
本
稿
で
の
関
心
事
と
な
る
。
道
教
を
語
る
宮
原
を
焦
点
化
す
る
こ
と
は
、
彼
の
学
術
お
よ
び
中

国
認
識
の
特
徴
や
、
そ
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
う
え
で
の
重
要
点
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
宮
原
と
道
教
の
関
係
を
考
え
て
い
く
た
め
、
次
の
構
成
を
と
る
。
ま
ず
、
明
治
期
日
本
に
お
け
る
道
教
が
ど
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
を
概
観
し
、
次
い
で
、
支
那
学
者
に
お
け
る
道
教
研
究
の
視
点
に
つ
い
て
整
理
す
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
一

〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
頃
に
か
け
て
の
宗
教
概
説
書
や
教
科
書
類
（
東
洋
史
）、
あ
る
い
は
文
学
史
や
哲
学
史
な
ど
に
お
け
る
言
及
例
を
抽

出
し
、
さ
ら
に
宮
原
以
前
の
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
と
し
て
、
狩
野
直
喜
（
一
八
六
八
―
一
九
四
七
）
と
服
部
宇
之
吉
（
一
八
六
七
―
一
九
三

九
）
の
視
点
を
確
認
す
る
。
そ
の
後
、
狩
野
の
弟
子
で
あ
り
宮
原
と
同
世
代
の
研
究
者
で
あ
る
青
木
正
児
（
一
八
八
七
―
一
九
六
四
）、
道

教
を
は
じ
め
と
し
た
支
那
研
究
で
著
名
な
橘
樸
（
一
八
八
一
―
一
九
四
五
）
に
も
目
を
配
り
つ
つ
、
彼
ら
に
お
け
る
道
教
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
で
、
同
時
代
史
的
な
視
点
か
ら
宮
原
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
宮
原
の
学
術
や
言
説
を
検
証
し
て
い
く
た
め
の
視
点
は

複
数
あ
る
が
、
本
稿
で
は
道
教
（
と
く
に
「
通
俗
衜
敎
」）
の
語
り
方
と
い
う
視
角
か
ら
、
彼
の
特
徴
を
捉
え
て
み
た
い
。
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一　

明
治
期
日
本
の
道
教
言
説
―
宗
教
概
説
書
、
東
洋
史
、
文
学
／
哲
学
史
―

　
「
日
本
で
道
教
が
研
究
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
妻
木
直
良
「
道
教
之
研
究
」
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か（

（1
（

」。
坂
出
祥
伸
（
一
九
三
四
―
二
〇
二
〇
）
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
た
妻
木
直
良
（
一
八
七
三
―
一
九
三
四
）
の
研

究
と
は
、
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
一
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
の
全
三
回
に
わ
た
っ
て
、『
東
洋
學
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
を
指
す
。

　

こ
の
妻
木
の
研
究
を
本
格
的
な
道
教
研
究
の
先
駆
と
み
な
す
見
解
は
、
近
年
で
は
横
手
裕
に
よ
っ
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

横
手
は
道
教
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
、
近
代
以
降
で
は
そ
れ
を
「
宗
教
」
と
し
て
扱
う
の
か
、「
哲
学
」
と
し
て
扱
う
の
か
と
い
っ
た
、
立

場
性
の
違
い
に
注
意
を
促
す（

（1
（

。
そ
の
た
め
、「
近
代
以
降
、「
道
家
」
は
哲
学
も
し
く
は
老
荘
、「
道
教
」
は
宗
教
と
い
う
、
中
国
史
の
実
態

と
は
異
な
っ
た
用
語
法
が
習
慣
化
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
、
中
国
文
化
の
本
来
の
自
然
な
姿
を
理
解
す
る
う
え
で
壁
に
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い（

（1
（

」
と
し
、
現
在
で
は
「
宗
教
」
と
い
う
括
り
に
対
し
て
そ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
圏
か
ら
み
た
視
点
で
あ
る
こ
と

と
、
そ
の
視
点
で
は
現
地
の
実
情
を
捉
え
る
う
え
で
限
界
を
は
ら
む
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
の
見
解
は
、「
中
国
史
の
実
態
」
を
理
解
す
る
う
え
で
た
し
か
に
有
意
で
は
あ
る
も
の
の
、
本
稿
で
扱
う
人
物
た
ち
の
当
時
の
文
脈
を

み
て
い
く
う
え
で
は
、
む
し
ろ
「
道
家
は
哲
学
」「
道
教
は
宗
教
」
と
い
う
認
識
枠
に
沿
っ
て
理
解
し
て
い
く
必
要
も
あ
る
。
道
教
を
「
宗

教
」
と
み
る
か
、「
哲
学
」
あ
る
い
は
「
思
想
」
と
み
る
か
と
い
う
近
代
の
学
術
に
特
有
な
視
点
こ
そ
、
こ
こ
で
は
指
標
と
も
な
る
か
ら

だ
。
以
上
の
視
点
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
ま
ず
本
節
で
は
明
治
期
の
日
本
社
会
に
お
い
て
道
教
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
の
か
、
宗

教
概
説
書
、
東
洋
史
、
文
学
お
よ
び
哲
学
史
を
取
り
上
げ
て
確
認
し
て
み
た
い
。
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1　

宗
教
概
説
書

　
道
教
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
た
論
じ
方
は
、
す
で
に
明
治
一
〇
年
代
よ
り
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
宗
教
概
説
と
い
う
べ
き
枠
組

み
か
ら
語
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覽
』（
十
字
屋
、
明
治
一
四
＝
一
八
八
一
年
一
一
月
）、
戸
川
残
花
『
世
界
三
大

宗
敎
』（
博
文
館
、
明
治
二
八
＝
一
八
九
五
年
一
一
月
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。『
諸
教
便
覽
』
の
「
緒
言
」
で
は
、
明
治
の
世
と
な
り
外

国
と
の
貿
易
や
交
際
が
増
加
し
た
こ
と
で
諸
国
よ
り
来
日
す
る
人
々
は
増
加
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
風
俗
慣
習
や
信
奉
す
る
宗
教
が
異
な

る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
宗
教
の
教
理
を
知
り
、
そ
の
可
否
を
判
断
す
る
必
要
を
説
く
。
そ
の
た
め
本
書
を
、「
天
下
諸
教
ノ
理
義
ヲ
明
ニ
シ
テ

世
人
ニ
一
目
ノ
下
ニ
其
眞
僞
ヲ
見
セ
シ
ム
ル
者（

（1
（

」
と
し
て
刊
行
し
た
と
高
橋
は
述
べ
る
。
編
中
に
は
、
神
道
、
仏
教
、
婆
羅
門
教
、
道
教
、

耶
蘇
教
、
回
回
教
が
立
項
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
道
教
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
え
る
。

　
　

 

衜
教
ハ
西
漢
ノ
時
ヨ
リ
盛
ン
ニ
漢
土
ニ
行
ハ
レ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
長
生
不
死
ノ
衜
ヲ
教
フ
之
ヲ
衜
教
ト
名
ク
ル
所
以
ハ
其
源
ヲ
老
子
ノ

衜
德
經
ヨ
リ
發
シ
タ
ル
ガ
故
ナ
リ
（
…
…
）
但
シ
老
子
ノ
教
フ
ル
所
ハ
人
僞
ヲ
棄
テ
天
眞
ニ
歸
ル
ノ
事
ニ
シ
テ
長
生
不
死
ノ
仙
術
ニ

ハ
非
ズ
（「
衜
教
」）

　

道
教
の
名
称
は
老
子
に
由
来
す
る
が
、
そ
の
説
く
内
容
は
異
な
り
、
老
子
の
教
え
は
仙
術
で
は
な
い
こ
と
が
明
言
さ
れ
る
。
道
教
は
老

子
の
道
に
よ
り
な
が
ら
も
「
長
生
不
死
ノ
衜
ヲ
教
フ
」
も
の
で
あ
り
、「
長
生
久
視
ヲ
得
ル
ノ
理
ヲ
教
」
え
る
た
め
、
仙
薬
や
、
三
尸
の
説

に
よ
る
長
生
な
ど
が
説
明
さ
れ
て
い
く
。

　

著
者
は
、
こ
れ
ら
「
長
生
不
死
ノ
仙
術
」
は
「
身
モ
名
モ
俱
ニ
全
ク
存
セ
シ
メ
ハ
何
如
ン
誠
ニ
之
ニ
過
ル
愈
快
ハ
ナ
シ
」
と
肯
定
し
つ
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つ
も
、
道
家
の
説
く
「
衜
」
の
理
な
ど
を
教
え
ず
に
、
た
だ
呪
い
の
類
を
も
っ
て
業
と
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
。

　
　

 

今
日
ノ
衜
家
者
流
ハ
是
等
ノ
高
妙
ノ
理
ヲ
知
ラ
ズ
此
等
ノ
煉
金
術
ヲ
行
ハ
ズ
只
惡
魔
ヲ
追
ヒ
福
壽
ヲ
與
フ
ル
等
ノ
事
ヲ
言
ヒ
テ
愚
民

ヲ
惑
ハ
ス
ニ
過
ズ
墮
落
ノ
極
ミ
ニ
至
レ
リ
ト
見
ユ
（「
衜
教
」）

　

次
に
、『
世
界
三
大
宗
敎
』
で
は
三
大
宗
教
と
し
て
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
儒
教
を
立
項
す
る
。
こ
の
三
教
が
日
本
で
は
鼎
立
し
て
い
る

と
し
て
、「
回
々
敎
」「
印
度
敎
」「
衜
敎
」
は
附
録
と
し
て
言
及
さ
れ
る
。
そ
の
附
録
「
衜
敎
」
は
上
・
中
・
下
に
分
け
て
記
述
さ
れ
る
が
、

上
で
は
歴
史
的
変
遷
が
、
中
で
は
経
典
類
が
、
下
で
は
老
子
が
そ
れ
ぞ
れ
に
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
記
述
を
抜
き
書
き
す
れ
ば
、
次
の
よ
う

で
あ
る
。

　
　

 

抑
、
衜
敎
は
支
那
に
於
て
其
淵
源
遼
遠
な
れ
ば
、
容
易
に
其
史
を
考
へ
難
し
と
雖
も
、
哲
學
的
、
神
仙
的
、
宗
敎
的
の
三
時
期
あ
り

て
今
日
の
隆
盛
を
見
る
に
至
り
し
な
ら
ん
、（
上
）

　
　

 

衜
敎
は
斯
く
の
如
き
勢
力
あ
る
一
宗
敎
な
り
と
雖
も
、
仔
細
に
之
を
論
ず
れ
ば
其
勢
力
の
在
る
所
は
老
莊
列
等
の
哲
學
に
非
ず
し
て

周
秦
漢
の
代
に
頗
る
盛
ん
な
り
し
神
仙
談
と
煉
丹
術
に
加
ふ
る
に
晋
、
唐
宋
の
間
に
發
逹
せ
し
佛
敎
を
以
て
し
、
之
に
又
迷
信
的
の

卜
筮
、
祭
祀
と
儒
衜
の
訓
戒
を
以
て
潤
色
せ
し
も
の
ヽ
如
し
、（
上
）

　
　

 

衜
敎
に
よ
り
老
子
は
知
り
難
し
、
老
子
の
衜
德
經
を
讀
み
て
衜
敎
も
識
り
難
し
。
衜
敎
は
支
那
に
於
て
建
設
せ
ら
れ
し
宗
敎
な
り
、
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さ
れ
ど
歷
史
に
於
て
知
り
難
き
支
那
古
代
よ
り
の
民
間
の
宗
敎
的
思
想
を
識
ら
ん
と
欲
す
る
に
は
必
ず
衜
敎
は
學
ぶ
可
き
も
の
な
る

可
し
。（
下（

（1
（

）

　

こ
こ
で
は
道
教
の
変
遷
を
哲
学
・
神
仙
・
宗
教
の
三
種
に
分
け
、
老
子
や
荘
子
・
列
子
な
ど
は
哲
学
と
し
、
そ
れ
ら
と
神
仙
や
煉
丹
術
、

卜
筮
や
祭
祀
な
ど
は
分
け
て
捉
え
る
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。
道
教
を
宗
教
と
み
な
し
、
古
代
か
ら
の
民
間
の
宗
教
的
思
想
を
把
握
す
る

た
め
に
必
須
と
述
べ
る
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。

2　

東
洋
史
―
中
等
教
科
書
類
―

　
宗
教
概
説
の
領
域
以
外
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
現
れ
る
中
等
教
育
向
け
「
東
洋
史（

（1
（

」
の
教
科
書
で
も
、
道
教
へ
の
言

及
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
東
洋
史
」
の
内
容
は
大
半
が
中
国
史
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
道
教
の
記
述
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
、

藤
田
豊
八
編
『
中
等
敎
科
東
洋
史
（
巻
一
・
二
）』（
文
學
社
、
明
治
二
九
＝
一
八
九
六
年
七
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
藤
田
は
全
体
の
時
期

を
、
上
世
（
尭
舜
―
戦
国
）・
中
世
（
秦
―
宋
）・
近
世
（
蒙
古
―
日
清
戦
争
）
に
区
分
し
、
そ
の
時
期
区
分
ご
と
に
風
俗
や
宗
教
に
関
す

る
項
目
を
配
置
す
る
。
こ
こ
で
は
道
教
を
「
漢
人
固
有
の
宗
敎
」
と
表
現
す
る
な
ど
、
道
教
は
宗
教
と
し
て
明
言
さ
れ
る
。
以
下
、
道
教

関
連
の
記
述
を
引
例
す
る
。

　
　

 

衜
敎
は
戰
國
の
末
に
起
る
。
老
莊
に
附
會
し
て
そ
の
說
を
な
す
。
秦
始
、
漢
武
頗
る
そ
の
說
を
信
し
、
方
士
爭
て
神
仙
の
こ
と
を
い

ふ
。（
…
…
）
そ
の
後
、
魏
晋
南
北
朝
の
間
、
老
莊
の
學
盛
に
行
は
れ
、
衜
敎
從
て
起
り
、
佛
敎
と
馳
驅
し
て
嚴
然
た
る
一
宗
敎
た
る

勢
力
を
有
せ
り
。（
…
…
）
盖
し
衜
敎
の
起
る
、
も
と
漢
人
の
古
代
迷
信
に
基
き
。
莊
列
の
寓
言
に
附
會
し
、
人
間
好
生
の
情
に
投
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す
。
帝
王
の
意
の
如
く
な
ら
さ
る
も
の
只
壽
の
み
。
故
に
頗
る
之
を
信
し
、
英
明
の
主
と
雖
も
免
れ
す
。
唐
に
至
り
て
特
に
甚
た
し
。

而
し
て
衜
敎
淺
膚
な
り
と
雖
も
、
漢
人
固
有
の
宗
敎
な
る
か
故
に
、
遠
く
後
世
に
至
る
ま
て
全
く
絕
滅
す
る
に
至
ら
す
。（
中
世
史

「
衜
敎
の
發
逹
」（
巻
二
））

　
　

 

衜
敎
。　

宋
初
衜
敎
を
尚
は
す
。
眞
宗
の
時
に
至
り
て
老
子
に
尊
號
を
加
へ
、
尊
崇
を
加
ふ
。
徽
宗
篤
く
之
を
信
し
、
頗
る
衜
士
を

信
し
、
衜
士
學
を
立
て
、
衜
學
の
博
士
を
置
き
、
衜
士
を
修
め
、
遂
に
衜
敎
を
揚
け
て
佛
敎
を
抑
ふ
る
に
至
れ
り
。（
中
世
史
「
宗

敎
」（
巻
二
））

　
　

 

衜
敎
は
明
の
世
宗
之
を
尚
ひ
し
以
來
、
一
時
頗
る
盛
に
行
は
れ
、
穆
宗
之
を
抑
へ
し
と
雖
も
、
淸
に
至
る
ま
て
、
な
ほ
そ
の
勢
力
を

失
墜
せ
す
。
北
京
に
白
雲
觀
あ
り
、
ま
た
各
地
に
衜
觀
あ
り
。
そ
の
術
修
養
、
陳
丹
義
錄
、
古
に
異
な
ら
す
。
衜
士
は
皆
黄
衣
黄
冠

を
着
け
て
、
肉
食
妻
帶
せ
す
。
京
師
府
縣
に
衜
官
あ
り
て
衜
士
を
督
す
。（
近
世
史
「
宗
敎
」（
巻
二（

（1
（

））

　

そ
の
他
の
教
科
書
で
は
、
棚
橋
一
郎
『
中
等
敎
育　

東
洋
史
』（
三
省
堂
書
店
、
明
治
三
二
＝
一
八
九
九
年
三
月
）、
坂
本
健
一
・
江
崎

誠
『
新
撰
歷
史　

東
洋
之
部
』（
冨
山
房
、
明
治
三
二
年
一
〇
月
）、
高
橋
健
自
『
新
編
東
洋
小
史
』（
誠
之
堂
書
店
、
明
治
三
三
＝
一
九
〇

〇
年
四
月
）
な
ど
、
い
ず
れ
も
唐
代
の
記
述
中
で
「
佛
敎
ト
衜
敎
」「
佛
敎
・
衜
敎
」
と
、
仏
教
と
並
列
す
る
形
で
道
教
に
言
及
す
る
。
そ

の
内
容
も
、
藤
田
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
て
よ
い（

11
（

。
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3　
「
文
学
史
」
お
よ
び
「
哲
学
史
」

　
明
治
二
〇
年
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
す
で
に
出
現
し
て
い
た
「
日
本
文
学
史
」（
明
治
二
三
＝
一
八
九
〇
年
一
一
月
刊
行
の
、
三

上
参
次
・
高
津
鍬
三
郎
『
日
本
文
學
史
』
ほ
か
）
に
倣
っ
た
「
文
学
史
」
や
、
西
洋
哲
学
に
倣
っ
た
「
哲
学
史
」
の
枠
組
み
か
ら
も
、
中

国
を
記
述
し
よ
う
と
す
る
機
運
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
本
格
的
な
著
述
は
、
文
学
史
で
は
、
古
城
貞
吉
『
支
那
文
學
史
』（
經
濟
雜
誌
社
、

明
治
三
〇
＝
一
八
九
七
年
五
月
）
や
笹
川
種
郎
『
支
那
文
學
史
』（
博
文
館
、
明
治
三
一
＝
一
八
九
八
年
八
月
）、
哲
学
史
で
は
、
松
本
文

三
郎
『
支
那
哲
學
史
』（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
明
治
三
一
年
頃
）
や
遠
藤
隆
吉
『
支
那
哲
學
史
』（
金
港
堂
、
明
治
三
三
年
五
月
）、
中
内

義
一
『
支
那
哲
學
史
』（
博
文
館
、
明
治
三
六
＝
一
九
〇
三
年
二
月
）
な
ど
を
嚆
矢
と
す
る
。
こ
れ
ら
文
学
お
よ
び
哲
学
と
い
う
枠
組
み
で

は
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
視
点
は
後
景
に
退
い
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
関
心
の
低
い
事
項
に
留
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

古
城
や
笹
川
、
松
本
・
遠
藤
・
中
内
ら
の
そ
れ
で
は
、「
衜
家
」
や
「
老
子
」「
莊
子
」
な
ど
は
立
項
さ
れ
る
が
、
道
教
自
体
が
独
立
し

て
項
目
立
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
本
文
中
で
言
及
さ
れ
る
に
せ
よ
、
例
え
ば
古
城
が
『
抱
朴
子
』
に
触
れ
る
箇
所
で
は
、
神
仙

や
煉
丹
な
ど
に
言
及
し
て
も
、
こ
れ
ら
を
道
教
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
　

 

抱
朴
子　

晋
の
葛
洪
の
撰
す
る
所
な
り
、
洪
字
は
稚
川
、
句
容
の
人
な
り
、
羅
浮
山
に
退
居
し
て
、
丹
を
煉
り
書
を
著
す
（
…
…
）

其
書
分
て
内
外
篇
と
爲
す
、
内
篇
に
は
神
仙
符
籙
の
事
を
論
し
、
外
篇
に
は
時
政
の
得
失
、
人
事
の
臧
否
を
論
す
、
詞
旨
辨
博
に
し

て
名
理
の
言
多
し
、
盖
其
大
旨
を
究
れ
は
、
黄
老
を
以
て
宗
と
爲
す
者
な
り
、（
…
…
）（
古
城
貞
吉
「
六
朝
の
散
文（

1（
（

」）
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一
方
で
笹
川
は
、
老
子
や
魏
晋
南
北
朝
に
触
れ
る
箇
所
で
は
、
道
教
と
い
う
表
現
を
使
用
す
る
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
み
て
き
た
著
述
の
よ
う
に
は
、
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

 

周
末
に
於
て
著
し
く
發
揮
せ
れマ
マ

た
る
南
北
兩
思
想
は
各
最
も
大
な
る
思
想
家
を
出
し
て
當
時
の
奇
觀
を
な
し
ぬ
。
其
北
方
思
想
家
に

在
て
は
孔
子
あ
り
、
南
方
思
想
家
に
在
て
は
老
子
あ
り
。
一
は
儒
敎
を
開
き
、
一
は
衜
敎
を
創
め
ぬ
。（
笹
川
種
郎
「
孔
子
と
老
子
」）

　
　

 

魏
晋
以
後
に
在
て
當
時
の
思
潮
に
影
響
し
た
る
も
の
、
一
を
南
方
思
想
の
產
物
た
る
衜
敎
と
な
し
、
一
を
佛
敎
と
な
し
、
一
を
社
會

浮
華
の
風
と
な
す
。
衜
敎
は
權
力
競
爭
の
激
甚
な
り
し
當
時
に
反
抗
し
て
盛
に
或
一
派
の
爲
に
唱
衜
せ
ら
れ
、
所
謂
淸
談
と
稱
し
、

禮
を
蔑
し
、
酒
を
縱
に
し
、
高
談
放
言
以
て
自
ら
韜
晦
せ
し
む
る
の
徒
を
出
し
き
。（
笹
川
種
郎
「
魏
晋
及
南
北
朝
の
文
學（

11
（

」）

　

ま
た
、「
哲
学
史
」
の
枠
組
み
で
「
衜
家
」
を
立
項
す
る
場
合
に
も
、
例
え
ば
松
本
は
老
子
以
降
の
列
子
荘
子
ま
で
の
営
み
と
、
そ
れ
以

降
の
展
開
と
を
分
け
、
後
者
の
展
開
を
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
視
点
で
は
み
る
も
の
の
、
そ
れ
は
「
所
謂
神
仙
家
若
し
く
は
今
の
所

謂
衜
家
者
流
と
な
り
、
庸
陋
賤
劣
、
寧
ろ
宗
敎
的
と
な
り
、
哲
學
上
よ
り
し
て
は
最
早
や
論
ず
る
に
足
ら
ざ
る
に
至
れ
り（

11
（

」（
松
本
文
三
郎

「
衜
家
」）
と
、「
神
仙
家
」
の
範
疇
に
留
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
道
家
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
る
視
点
は
明
記
さ
れ
る
も
の
の
、
専
ら
の

関
心
は
哲
学
と
し
て
の
道
家
を
記
述
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、『
抱
朴
子
』
も
神
仙
家
と
し
て
祖
述
さ
れ
る
。
こ
の
筆
致
は
、
遠
藤

（「
東
晋 

神
仙
論
」）
や
中
内
（「
六
朝
の
思
想
界
」）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

以
上
に
あ
げ
た
著
述
の
ほ
か
で
は
、「
文
学
史
」
の
領
域
で
は
、
中
根
淑
『
支
那
文
學
史
要
』（
金
港
堂
、
明
治
三
三
年
九
月
）、
高
瀬
武

次
郎
『
支
那
文
學
史
』（
哲
學
館
、
明
治
三
四
＝
一
九
〇
一
年
頃
）、
久
保
天
随
『
支
那
文
學
史
』（
人
文
社
、
明
治
三
六
年
一
一
月
）
な
ど
、
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「
哲
学
史
」
の
領
域
で
は
、
久
保
天
随
『
東
洋
倫
理
史
要
』（
育
成
會
、
明
治
三
七
＝
一
九
〇
四
年
一
月
）、
高
瀬
武
次
郎
『
支
那
哲
學
史
』

（
文
盛
堂
書
店
、
明
治
四
三
＝
一
九
一
〇
年
一
〇
月
）
な
ど
、
多
数
の
著
述
が
認
め
ら
れ
る（

11
（

。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
量
に
差
は
あ
り

つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
「
文
学
史
」
の
枠
組
み
で
は
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
視
点
は
明
確
化
さ
れ
な
い
傾
向
が
読
み
取
れ
、「
哲
学

史
」
の
枠
組
み
で
は
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
視
点
自
体
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
あ
く
ま
で
傍
流
か
関
心
外
に
置
か
れ
る
様
子
が
読

み
取
れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
宗
教
概
説
書
、
東
洋
史
、
文
学
お
よ
び
哲
学
史
と
い
っ
た
領
域
か
ら
、
道
教
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
概
観
し
て
き
た
。
道
教
を
宗
教
と
哲
学
に
分
け
る
視
点
自
体
は
、
明
治
四
〇
年
代
を
ま
た
ず
、
す
で
に
明
治
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
代
に

か
け
て
出
現
し
て
お
り
、
そ
の
語
ら
れ
方
も
、
論
者
に
よ
っ
て
差
異
の
あ
る
様
子
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
道
教
の
変
遷
を
哲
学
・

神
仙
・
宗
教
に
分
け
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
は
古
代
か
ら
の
民
間
の
宗
教
的
思
想
を
把
握
す
る
た
め
に
必
須
と
述
べ
る
戸
川
残
花
の
『
世

界
三
大
宗
敎
』
や
、
道
教
を
「
漢
人
固
有
の
宗
敎
」
と
し
て
、
そ
の
時
期
ご
と
の
様
子
を
記
述
す
る
藤
田
豊
八
編
『
中
等
敎
科
東
洋
史
』

は
、
と
く
に
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
を
前
史
に
据
え
る
か
の
よ
う
に
し
て
、
中
国
の
民
衆
や
民
間
に
お
け
る
信
仰
お
よ
び
道
徳
を
把
握

し
て
い
く
た
め
に
、
道
教
に
注
目
す
る
認
識
が
現
れ
る
こ
と
と
な
る
。

二　

道
教
を
語
る
支
那
学
者
―
狩
野
直
喜
と
服
部
宇
之
吉
―

　
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
四
月
二
四
日
か
ら
五
月
一
日
ま
で
の
『
大
坂
朝
日
新
聞
』
の
一
面
に
お
い
て
、「
衜
敎
の
衜
德
に
就
き
て
」

と
題
す
る
記
事
が
、
全
七
回
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た（

11
（

。
こ
れ
は
当
時
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
の
職
位
に
あ
っ
た
狩
野
直
喜
が
、

「
京
都
帝
國
大
學
記
念
會
」
で
行
っ
た
講
演
を
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
狩
野
は
道
教
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
、
風
俗
慣
習
を
知
る
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た
め
の
道
教
と
い
う
認
識
を
披
歴
す
る
。
帝
大
教
授
の
職
位
に
あ
る
人
物
の
道
教
に
対
す
る
視
点
が
、
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
上
で
示
さ

れ
た
こ
と
は
、
こ
れ
以
後
の
道
教
に
対
す
る
言
説
を
考
え
る
う
え
で
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
本
節
で
は
、
ま
ず
狩
野
の
講
演
を
す
こ
し
詳
し
く
紹
介
し
な
が
ら
、
道
教
を
語
る
枠
組
み
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
そ
の
後
、

狩
野
と
似
た
視
点
か
ら
道
教
あ
る
い
は
民
間
に
浸
透
す
る
道
徳
に
つ
い
て
言
及
し
た
人
物
と
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
の
服
部
宇
之
吉

に
触
れ
、
彼
ら
が
道
教
を
取
り
上
げ
る
視
点
を
概
観
す
る
。

1　

狩
野
直
喜
―
「
風
俗
慣
習
」
を
知
る
た
め
に
―

　
狩
野
は
講
演
の
開
口
、「
衜
敎
と
申
し
ま
す
の
は
御
承
知
の
通
り
老
子
が
宗
祖
に
な
つ
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
老
莊
の
哲
學
と
衜
敎
と

云
ふ
も
の
と
は
大
層
異
な
つ
て
居
り
ま
す
、
卽
ち
一
は
哲
學
で
あ
り
ま
し
て
、
一
は
宗
敎
で
あ
り
ま
す（

11
（

」
と
、
哲
学
と
し
て
の
老
荘
と
、

宗
教
と
し
て
の
道
教
を
区
別
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
道
教
が
仏
教
と
争
う
な
か
で
宗
教
の
形
を
と
っ
た
時
期
を
六
朝
時
代
と
し
、
儒
教
は

中
流
以
上
の
読
書
人
に
行
わ
れ
、
道
教
と
仏
教
は
中
流
以
下
が
信
仰
す
る
と
い
う
説
明
を
退
け
な
が
ら
、「
少
く
と
も
支
那
人
の
頭
の
中
に

は
此
の
三
つ
の
敎
へ
の
思
想
が
入
つ
て
居
る
」
と
す
る
。
そ
の
う
ち
、「
此
の
衜
敎
は
外
國
か
ら
來
た
も
の
で
な
く
し
て
支
那
に
起
つ
た
も

の
」
で
あ
り
、
日
月
星
辰
な
ど
の
自
然
現
象
を
信
仰
す
る
「
支
那
人
固
有
の
宗
敎
的
思
想
」
を
「
衜
敎
が
其
の
儘
採
用
し
た
」
こ
と
や
、

仙
薬
や
養
生
を
説
く
こ
と
、
現
世
で
幸
福
を
得
る
因
果
応
報
な
ど
の
特
徴
を
述
べ
た
あ
と
、
道
教
研
究
の
意
義
を
「
一
般
支
那
人
の
思
想
、

感
情
或
は
風
俗
慣
習
」
を
知
る
た
め
で
あ
る
と
論
ず
る
。

　
　

 

其
故
に
現
今
の
一
般
支
那
人
の
思
想
、
感
情
或
は
風
俗
慣
習
と
云
ふ
樣
な
上
に
就
て
も
こ
の
衜
敎
が
大
變
影
響
を
有
つ
て
居
り
ま
し

て
、
風
俗
慣
習
を
硏
究
す
る
上
に
就
き
ま
し
て
、
衜
敎
の
衜
德
と
は
ど
う
云
ふ
事
を
說
い
た
も
の
で
あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
を
知
る
の
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は
、
極
め
て
必
要
で
あ
ら
う
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
後
、「
衜
敎
の
バ
イ
ブ
ル
」
と
し
て
「
太
上
感
應
篇
」
を
あ
げ
、「
現
在
の
支
那
の
社
會
と
此
の
本
に
敎
へ
て
あ
る
所
の
衜
德
の
敎

が
、
ど
う
云
ふ
樣
に
關
係
し
て
居
る
か
」
と
、
現
実
の
中
国
社
会
を
捉
え
る
文
脈
か
ら
、
道
教
経
典
を
扱
っ
て
い
く
。
そ
の
論
点
と
し
て
、

寿
命
や
運
命
を
司
る
神
や
星
辰
の
こ
と
、
三
尸
お
よ
び
守
庚
申
（
日
本
で
は
庚
申
待
ち
）
の
風
俗
、
竈
神
の
祭
祀
な
ど
を
具
体
例
に
あ
げ

る
。
と
く
に
竈
神
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
書
物
に
記
さ
れ
る
内
容
が
「
現
今
の
支
那
社
會
」
で
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
て
、
具
体
的
に

指
摘
さ
れ
る
。

　
　

 

現
今
の
支
那
社
會
で
は
ど
う
な
つ
て
居
る
か
と
云
ふ
と
、
十
二
月
の
二
十
四
日
に
竈
神
が
天
に
昇
る
、
さ
う
し
て
一
月
の
四
日
に
ま

た
其
の
家
に
歸
つ
て
來
る
と
云
ふ
考
へ
を
有
つ
て
居
り
ま
す
、
そ
こ
で
支
那
へ
行
つ
た
方
は
御
存
じ
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
送
神
、
接

神
卽
竈
の
神
の
送
別
會
、
歡
迎
會
、
此
の
二
つ
が
大
變
や
か
ま
し
い
御
祭
り
で
、
此
の
時
は
種
々
の
供
へ
物
を
し
て
祀
る
の
で
あ
り

ま
す
、
若
し
神
の
機
嫌
に
逆
ら
つ
た
な
ら
ば
非
常
に
怒
つ
て
、
上
帝
へ
行
つ
て
惡
い
事
を
訴
へ
る
か
ら
し
て
、
其
の
歡
心
を
買
ふ
と

云
ふ
意
味
で
も
つ
て
、
盛
ん
な
る
御
祭
り
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

　

次
い
で
、
道
教
の
目
的
は
仙
人
に
な
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
は
善
行
を
積
む
必
要
が
あ
る
と
説
明
す
る
。
そ
の
と
き
、
何
を
善

と
し
何
を
悪
と
す
る
の
か
と
い
う
認
識
の
う
ち
に
、「
衜
敎
に
固
有
の
も
の
、
支
那
の
社
會
に
固
有
の
敎
へ
が
あ
る
」
と
し
て
、
そ
れ
を
簡

便
に
示
し
た
「
功
過
格
」
に
言
及
す
る
。
具
体
的
に
は
、
父
母
と
の
関
係
、
妻
妾
や
奴
僕
の
扱
い
、
慈
善
事
業
の
こ
と
、
邪
書
を
捨
て
る

こ
と
、
子
女
を
溺
死
さ
せ
る
風
俗
を
行
な
わ
せ
な
い
こ
と
、
字
の
書
い
て
あ
る
紙
を
捨
て
な
い
こ
と
、
姦
通
の
こ
と
な
ど
が
例
示
さ
れ
る
。
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こ
れ
ら
具
体
例
に
よ
り
、
何
が
功
（
善
）
で
何
が
過
（
悪
）
で
あ
る
か
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
是
れ
は
と
も
角
分
り
や
す
い
敎
へ
で

あ
る
か
ら
非
常
に
支
那
社
會
に
影
響
を
有
つ
て
を
る
」
と
、
現
世
的
な
風
俗
慣
習
へ
の
影
響
を
指
摘
す
る
。

　

以
上
が
講
演
の
あ
ら
ま
し
だ
が
、
狩
野
は
最
後
に
あ
ら
た
め
て
、
道
教
研
究
に
よ
っ
て
風
俗
慣
習
を
知
る
こ
と
の
目
的
が
現
実
的
に
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、
そ
の
認
識
を
示
す
。

　
　

 

學
問
の
點
か
ら
云
つ
た
ら
誠
に
つ
ま
ら
ぬ
事
で
あ
り
ま
す
が
、
支
那
太
古
の
宗
敎
思
想
が
段
々
變
化
し
て
來
て
衜
敎
が
そ
の
思
想
の

あ
る
も
の
を
と
り
て
宗
敎
の
形
を
な
し
た
。
さ
う
し
て
一
般
の
支
那
人
の
社
會
に
影
響
を
も
つ
て
居
る
と
云
ふ
こ
と
は
殊
に
是
れ
か

ら
し
て
支
那
と
段
々
交
涉
が
出
來
て
來
ま
し
た
が
獨
り
學
問
の
上
か
ら
許
り
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
總
て
支
那
の
事
に
興
味
を
有
つ
て

を
る
人
は
斯
う
云
ふ
眼
か
ら
支
那
の
風
俗
慣
習
を
理
解
さ
れ
る
と
云
ふ
こ
と
も
一
の
方
法
で
は
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、「
支
那
と
段
々
交
涉
が
出
來
て
」
き
た
と
い
う
、
当
時
の
時
代
状
況
を
鑑
み
て
の
発
言
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
が
、「
學

問
の
點
か
ら
云
つ
た
ら
誠
に
つ
ま
ら
ぬ
事
」
と
い
う
留
保
も
つ
け
て
い
る
点
は
、
注
意
し
て
お
き
た
い
。
狩
野
は
別
の
個
所
で
、「
支
那
學

の
硏
究
に
二
方
面
あ
り
」
と
し
て
、「
一
は
經
史
の
理
論
的
硏
究
、
二
は
現
在
の
支
那
の
風
俗
習
慣
を
硏
究
し
て
、
其
事
實
を
根
據
と
し

て
、
經
典
の
硏
究
を
な
す
こ
と（

11
（

」
と
述
べ
、
一
は
「
古
」
に
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
和
漢
の
学
者
が
取
る
方
法
、
二
は
「
今
」
に
焦
点
を

あ
て
た
も
の
で
西
洋
の
学
者
が
取
る
方
法
と
大
別
す
る
。
こ
こ
で
は
「
風
俗
習
慣
」
の
研
究
を
「
今
」
と
し
て
、「
古
」
を
探
求
す
る
理
論

的
研
究
と
は
明
確
に
区
別
す
る
が
、
こ
れ
を
補
助
線
と
す
る
と
き
、
狩
野
の
な
か
で
は
「
今
」
の
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
す
る

た
め
の
視
点
と
し
て
道
教
を
探
求
し
て
い
く
こ
と
は
、「
古
」
を
探
求
す
る
こ
と
を
主
と
す
る
学
問
と
く
ら
べ
て
、
つ
ま
ら
な
い
部
類
に
属

す
と
認
識
さ
れ
て
い
た
節
も
う
か
が
え
る
。
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し
か
し
な
が
ら
、
対
象
を
把
握
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
学
問
研
究
の
知
見
を
も
と
に
、
現
実
の
生
活
習
慣
や
風
俗
と
対
照
し
て
い

く
と
い
う
視
点
は
、
そ
の
後
も
狩
野
の
な
か
で
持
続
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
一
〇
月
、
和
歌
山
高
等
商
業

学
校
（
現
和
歌
山
大
学
）
で
講
演
さ
れ
た
「
支
那
硏
究
に
就
て
」
で
は
、「
支
那
人
を
理
解
す
る
、
支
那
の
文
化
を
理
解
す
る
と
云
ふ
事
は

商
賣
の
上
よ
り
云
つ
て
も
極
め
て
必
要
な
事
」、「
若
し
諸
君
の
内
支
那
の
貿
易
と
云
ふ
樣
な
事
を
や
ら
う
と
云
ふ
人
が
あ
つ
た
ら（

11
（

」
と
、

商
業
学
校
の
関
係
者
を
相
手
に
す
る
分
だ
け
、
よ
り
実
際
的
な
目
的
の
た
め
に
「
支
那
硏
究
」
が
資
す
る
の
だ
と
言
い
添
え
る
。「
只
實
業

の
點
か
ら
考
へ
て
見
て
も
今
日
ま
で
我
國
の
人
に
考
へ
ら
れ
た
支
那
智
識
よ
り
以
上
の
支
那
智
識
を
得
て
支
那
に
於
て
仕
事
を
せ
ら
れ
ん

事
を
希
望
す
る
、
然
ら
ば
其
諸
君
の
目
的
と
せ
ら
る
ゝ
處
の
商
業
其
も
の
に
就
て
も
非
常
に
利
益
す
る
事
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
の
言
葉

か
ら
は
、
学
問
研
究
を
時
世
に
ど
の
よ
う
に
適
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
か
、
そ
の
一
面
が
読
み
取
れ
よ
う
。

2　

服
部
宇
之
吉
―
「
通
俗
衜
德
」
を
知
る
た
め
に
―

　
狩
野
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
、「
一
般
支
那
人
の
思
想
、
感
情
或
は
風
俗
慣
習
」
を
知
る
た
め
の
道
教
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
は
、
多
少
の

差
異
を
含
み
つ
つ
も
、
同
時
代
の
支
那
学
者
に
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
人
物
と
し
て
、
東
京
帝
国
大
学
教
授
や
京

城
帝
国
大
学
総
長
を
務
め
た
、
服
部
宇
之
吉
の
議
論
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

服
部
の
『
支
那
硏
究
』（
明
治
出
版
社
、
大
正
五
＝
一
九
一
六
年
一
二
月
）
中
に
収
録
さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、「
善
書
に
就
い
て
」
と
題

さ
れ
た
一
篇
が
あ
る
。
こ
れ
は
雑
誌
『
東
亞
の
光
』（
明
治
四
二
＝
一
九
〇
九
年
一
二
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
講
演
を
採
録
し
た
も
の
だ
が
、

こ
こ
で
は
「
通
俗
衜
德
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
そ
の
具
体
例
と
し
て
善
書
に
言
及
す
る
。

　

ま
ず
服
部
は
善
書
に
つ
い
て
、「
人
に
勸
め
て
善
を
爲
さ
し
む
る
と
い
ふ
目
的
の
た
め
に
用
ひ
ら
れ
る
も
の
を
一
括
し
て
善
書
と
云
ふ（

11
（

」

と
定
義
し
、
そ
の
代
表
的
な
書
物
と
し
て
、「
康
濟
錄
」、「
太
上
感
應
篇
」、「
陰
隲
文
」、「
功
過
格
」
な
ど
を
あ
げ
、
さ
ら
に
「
救
急
療
法
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に
關
す
る
も
の
」、「
飮
⻝
物
等
に
つ
き
て
專
ら
功
德
の
上
か
ら
注
意
を
書
い
た
も
の
」
も
そ
の
範
囲
に
含
め
る
。
こ
れ
ら
の
善
書
を
取
り

上
げ
る
目
的
は
、「
支
那
の
通
俗
衜
德
と
云
ふ
も
の
を
窺
ふ
に
は
善
書
を
硏
究
す
る
の
が
一
番
宜
か
ら
う
」
と
、「
通
俗
衜
德
」
を
理
解
す

る
た
め
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
例
示
さ
れ
る
「
太
上
感
應
篇
」
や
「
功
過
格
」
は
、
先
に
み
た
狩
野
の
講
演
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
が
、

狩
野
が
こ
れ
ら
を
道
教
の
文
脈
か
ら
扱
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
服
部
は
そ
れ
を
儒
教
・
道
教
・
仏
教
の
融
解
し
た
も
の
と
し
て
捉
え
る（

11
（

。

　
　

 

善
書
と
い
ふ
も
の
は
、
儒
敎
に
醇
な
る
も
の
で
も
無
け
れ
ば
、
又
衜
敎
に
專
一
な
る
も
の
てマ
マ

も
な
い
、
又
佛
敎
の
理
窟
の
み
に
據
つ

た
も
の
で
も
な
い
。（
…
…
）
是
れ
は
儒
佛
衜
三
敎
を
混
一
し
融
解
し
た
所
の
一
つ
の
主
義
、
さ
う
云
ふ
衜
德
思
想
で
あ
る
と
思
ふ
。

（
…
…
）
是
れ
が
私
の
考
へ
で
は
、
支
那
人
の
一
般
の
頭
腦
に
這
入
つ
て
居
る
所
の
衜
德
思
想
で
あ
つ
て
善
書
と
い
ふ
の
は
そ
れ
を
現

は
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

服
部
に
お
い
て
は
、「
支
那
人
の
一
般
」
の
「
通
俗
衜
德
」
を
理
解
す
る
た
め
に
道
教
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
道
教
の
扱
い
方

に
は
、
狩
野
と
の
差
異
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
一
般
社
会
の
人
々
の
生
活
習
慣
を
把
握
す
る
と
い
う
視
点
自
体
は
、
共
有
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
み
て
き
た
道
教
を
宗
教
と
し
て
捉
え
る
視
点
そ
の
も
の
は
、
狩
野
と
服
部
以
外
の
同
世
代
の
研
究
者
に
も
認
め

ら
れ
、
例
え
ば
そ
の
人
物
に
高
瀬
武
次
郎
（
一
八
六
九
―
一
九
五
〇
）
や
小
柳
司
気
太
（
一
八
七
〇
―
一
九
四
〇
）
ら
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
小
柳
は
道
教
研
究
の
先
駆
で
あ
り
、
後
述
の
宮
原
や
橘
樸
ら
も
等
し
く
そ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が（

1（
（

、
高
瀬
も
ま
た
、
狩
野
と

前
後
す
る
時
期
に
老
荘
な
ど
の
道
家
と
道
教
の
発
達
史
に
関
す
る
専
著
を
刊
行
し
て
お
り
（『
老
莊
哲
學
』
榊
原
文
盛
堂
、
明
治
四
二
年
三

月
）、
宗
教
と
し
て
の
道
教
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
論
じ
方
は
、
南
北
朝
期
の
寇
謙
之
ま
で
の
道
教
の
展
開
を
記
す
に
留
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ま
り
、
狩
野
や
服
部
の
よ
う
に
、
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
は
み
ら
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
狩
野
と
服
部
に
お
い
て
は
道
教
が
哲
学
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
あ
る
い
は
道
徳
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ

て
い
る
点
は
特
徴
的
で
あ
る（

11
（

。
両
者
が
共
有
す
る
こ
の
視
点
は
、
彼
ら
が
と
も
に
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
中
国
へ

の
留
学
経
験
を
持
ち（

11
（

、
現
地
の
生
活
習
慣
に
接
す
る
機
会
を
有
し
て
い
た
こ
と
も
与
っ
て
い
る
と
推
測
で
き
る（

11
（

。

　

な
お
、
先
に
み
た
よ
う
に
「
今
」
に
焦
点
を
当
て
て
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
は
、
狩
野
に
あ
っ
て
は
学

問
的
に
つ
ま
ら
な
い
部
類
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
服
部
に
お
い
て
も
、
研
究
の
困
難
性
と
い
う
面
か
ら
似
た
よ
う
な
認

識
が
持
た
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
服
部
は
、
東
京
帝
大
の
学
生
で
あ
っ
た
加
藤
常
賢
（
一
八
九
四
―
一
九
七
八
）
が
卒
業
論
文
で
道
教

を
扱
い
た
い
と
相
談
し
た
際
、「
あ
ん
な
も
の
材
料
が
少
な
い
か
ら
や
っ
た
ら
だ
め
だ（

11
（

」
と
反
対
し
た
と
い
う
。
こ
れ
は
、
文
献
研
究
が
主

で
あ
る
古
典
中
国
学
の
領
域
で
は
道
教
に
関
す
る
研
究
素
材
が
少
な
い
た
め
、
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
次
節
で
み
る
橘
樸
の
よ
う

に
、
現
地
調
査
に
も
と
づ
く
分
析
は
社
会
学
や
人
類
学
の
領
域
に
属
す
る
方
法
で
も
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
は
、
現
地
調
査
を
伴

わ
な
い
文
献
研
究
の
領
域
で
道
教
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
、
留
学
経
験
者
や
在
住
者
な
ど
、
当
地
を
実
際
に
知
る
も
の
で
な
け
れ
ば
困
難

で
あ
る
と
の
認
識
が
う
か
が
え
よ
う
。

三　

道
教
を
め
ぐ
る
言
説
圏
―
次
世
代
に
お
け
る
語
り
方
―

　
狩
野
と
服
部
は
、
日
本
の
支
那
学
研
究
を
東
西
で
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
弟
子
、
ま
た
は
後
続
世
代
に
属
す
る
も
の
た

ち
の
あ
い
だ
で
は
、
道
教
に
対
す
る
認
識
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
本
節
で
は
宮
原
と
の
対
照
と
い
う
点
も
含
め
、
ま
ず
は
専
門
領

域
を
共
有
す
る
人
物
と
し
て
青
木
正
児
を
、
次
い
で
、「
通
俗
衜
敎
」
と
い
う
視
点
を
同
じ
く
す
る
橘
樸
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
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る
道
教
の
語
り
方
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

1　

青
木
正
児
―
「
支
那
文
藝
の
眞
味
」
を
解
す
る
―

　
青
木
正
児
は
京
都
帝
国
大
学
に
お
け
る
狩
野
直
喜
の
受
業
生
だ
が
、
宋
代
以
降
の
白
話
文
学
研
究
、
殊
に
戯
曲
研
究
で
著
名
な
業
績
を

残
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
青
木
は
、「
儒
家
的
思
想
よ
り
も
道
家
思
想
の
豊
か
な
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う（

11
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
道
家
」
に
焦
点
を
あ
て
た
論
考
を
多
数
著
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
い
ま
発
表
年
順
に
あ
げ
れ
ば
、「
支
那
小
說
の
溯
源
と
神
仙
說
」（
大
正

九
＝
一
九
二
〇
年
）、「
儒
林
外
史
を
讀
む
」（
大
正
一
〇
＝
一
九
二
一
年
）、「
神
仙
說
か
ら
見
た
「
列
子
」」（
同
年
）、「
支
那
文
藝
に
溢
れ

た
る
高
蹈
的
氣
味
」（
大
正
一
一
＝
一
九
二
二
年
）、「
衜
家
的
文
藝
思
潮
」（
昭
和
四
＝
一
九
二
九
年
）、「
淸
談
」（
昭
和
九
＝
一
九
三
四
年
）

な
ど
だ
が
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
老
子
や
荘
子
、
ま
た
は
神
仙
説
に
触
れ
ら
れ
る
も
の
の
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
で
は
な
く
、
哲
学
・
思

想
と
し
て
の
道
教
（「
道
家
」）
の
範
疇
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
青
木
が
扱
う
道
教
の
特
徴
と
し
て
は
、
古
典
の
な
か
に
道
家
思
想
や
、
神
仙
説
を
中
心
と
し
た
道
教
的
要
素
を
見
出
す
も
の
と
し

て
表
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
「
支
那
小
說
の
溯
源
と
神
仙
說
」
は
、
中
国
小
説
の
発
達
に
神
仙
説
が
与
え
た
影
響
を
論
じ
た
も
の
だ

が
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
る
神
仙
説
に
は
、「
神
仙
家
は
獨
り
陰
陽
家
の
み
な
ら
ず
、
衜
家
か
ら
も
影
響
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
だ
。
其
の
不
老
不

死
の
說
は
衜
家
の
養
生
論
か
ら
導
か
れ
た
ら
し
く
思
は
れ
る（

11
（

」、「
神
仙
家
の
說
は
、
其
神
仙
的
要
素
は
之
を
衜
家
を
通
じ
て
、
其
の
神
山

的
要
素
は
之
を
陰
陽
家
を
通
じ
て
、
共
に
間
接
に
小
說
か
ら
影
響
せ
ら
れ
て
成
立
し
た
」
な
ど
、
荘
子
や
列
子
と
い
っ
た
道
家
と
の
関
係

や
、
鄒
衍
の
陰
陽
説
を
採
り
入
れ
た
神
山
説
（
三
神
山
＝
蓬
萊
・
方
丈
・
瀛
州
）
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、「
實
に
小
說
は
神
仙

家
及
び
衜
敎
を
俟
つ
て
前
進
一
步
し
た
と
云
つ
て
も
過
言
で
は
無
い
」
と
主
張
す
る
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
道
教
は
、
神
仙
説
と
相
互

関
係
を
持
つ
荘
子
列
子
の
、
と
く
に
自
己
修
養
に
関
わ
る
養
生
論
と
い
っ
た
類
の
、
傾
向
と
し
て
は
哲
学
・
思
想
と
し
て
の
道
教
だ
と
捉
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え
ら
れ
よ
う
。

　

そ
し
て
こ
の
神
仙
的
要
素
を
持
つ
小
説
や
戯
曲
な
ど
が
、
通
史
的
に
み
て
長
い
時
期
に
わ
た
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
、
中
国
の
文
芸
全

体
を
理
解
す
る
た
め
の
視
点
と
し
て
、
儒
教
的
な
要
素
で
は
な
く
、「
衜
家
の
超
世
的
思
想
に
注
目
す
る
必
要
」
を
主
張
す
る
。

　
　

 

宋
元
以
來
戲
曲
小
說
が
發
逹
し
て
後
も
神
仙
劇
と
神
仙
小
說
と
が
可
な
り
多
く
見
出
さ
れ
る
。
例
へ
ば
元
代
の
戲
曲
に
「
誤
入
桃
源
」

「
任
風
子
」「
張
生
煮
海
」
が
あ
り
、
小
說
と
し
て
纏
つ
た
も
の
に
は
淸
初
の
作
「
女
仙
外
史
」
又
其
頃
の
作
か
と
思
は
れ
る
「
封
神

演
義
」
淸
の
中
葉
の
作
「
鏡
花
緣
」
等
が
あ
る
。
其
他
「
聊
齋
志
異
」
の
類
の
短
篇
小
說
集
に
は
往
々
神
仙
的
な
話
が
見
出
さ
れ
る
。

又
た
と
ひ
神
仙
を
取
扱
つ
た
小
說
で
無
く
と
も
作
中
に
神
仙
的
氣
分
の
漂
う
て
ゐ
る
も
の
が
少
く
な
い
。
例
へ
ば
「
三
國
志
」
の
孔

明
の
人
格
は
よ
ほ
ど
神
仙
的
に
描
か
れ
て
ゐ
る
所
が
多
く
、
有
名
な
草
廬
三
顧
の
一
條
な
ど
全
く
神
仙
中
の
も
の
で
あ
る
。「
西
遊

記
」
や
「
水
滸
傳
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。
淸
朝
第
一
の
寫
實
小
說
と
さ
れ
て
ゐ
る
「
紅
樓
夢
」
に
さ
へ
神
仙
的
幻
影
は
映
じ
て
ゐ
る
。

（
…
…
）
獨
り
小
說
と
云
は
ず
、
支
那
文
藝
の
眞
味
を
解
せ
ん
と
す
る
に
は
、
其
の
文
化
の
表
面
に
漂
う
て
ゐ
る
儒
家
の
現
實
的
思
想

よ
り
も
、
其
の
背
後
に
動
く
衜
家
の
超
世
的
思
想
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
「
儒
林
外
史
を
讀
む
」
で
は
、
清
代
・
呉
敬
梓
の
『
儒
林
外
史
』
に
つ
い
て
、
青
木
は
「「
迷
信
打
破
」
と
云
ふ
主
張（

11
（

」
を
読
み
取

る
が
、
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
る
迷
信
の
一
つ
に
、
道
教
的
な
神
仙
説
が
指
摘
さ
れ
る（

11
（

。

　
　

 

當
時
に
在
つ
て
は
智
識
階
級
に
も
此
の
不
合
理
な
迷
信
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
第
七
回
に
新
に
及
第
し
た
二
人
の
進
士
が
衜
士
に
術
を

行
は
せ
て
神
仙
を
請
じ
、
恰
度
大
本
敎
の
『
神
が
ゝ
り
』
と
や
ら
云
ふ
鹽
梅
式
で
未
來
の
運
命
を
占
ふ
一
段
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
諷
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刺
し
た
も
の
ら
し
い
。
果
し
て
第
十
五
回
に
至
つ
て
は
馬
二
先
生
な
る
も
の
が
僞
衜
士
に
一
杯
喰
は
さ
れ
る
一
條
が
皮
肉
し
て
あ
る
。

僞
衜
士
が
頓
死
し
た
後
で
其
女
婿
が
馬
二
先
生
を
冷
笑
し
て
云
ふ
に
は
『
…
…
…
世
間
に
神
仙
だ
な
ん
て
何
處
か
ら
來
る
も
の
で
す

か
？
』
こ
れ
も
迷
信
打
破
の
一
つ
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
青
木
が
た
び
た
び
言
及
す
る
道
教
は
、
哲
学
・
思
想
と
し
て
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
神
仙
説
と
関
係
す
る
も
の
と
し
て
で

あ
る
が
、
後
者
は
あ
く
ま
で
中
国
の
文
芸
を
理
解
す
る
た
め
の
視
点
に
留
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
狩
野
や
服
部
の
よ
う
に
、
一
般

社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
は
希
薄
だ
と
い
え
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、「
支
那
文
藝
と
倫
理
思
想
」（
昭
和
一
五
＝
一

九
四
〇
年
）
に
至
っ
て
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
。

　

こ
こ
で
青
木
は
文
芸
と
倫
理
思
想
の
関
係
に
つ
い
て
、
上
古
か
ら
清
代
ま
で
の
戯
曲
や
小
説
を
あ
げ
な
が
ら
考
察
を
展
開
す
る
。
こ
の

う
ち
、
道
教
は
陰
隲
思
想
に
基
づ
く
勧
善
小
説
と
し
て
言
及
さ
れ
る
が
、
も
と
儒
教
か
ら
発
し
た
陰
隲
（
陰
徳
）
の
発
想
が
道
教
に
取
り

込
ま
れ
て
か
ら
民
間
に
広
が
っ
た
こ
と
や
、
そ
れ
が
流
行
し
た
宋
以
後
の
戯
曲
小
説
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
説
き
、
そ
の
代
表
例
と
し

て
、
明
代
の
口
語
小
説
短
編
集
『
清
平
山
堂
話
本
』
の
「
陰
隲
積
善
」
を
あ
げ
る
。
以
上
を
承
け
て
、
文
芸
中
に
倫
理
思
想
を
読
み
出
し

て
き
た
結
論
部
分
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
の
行
論
を
覆
す
か
の
よ
う
に
、
文
芸
か
ら
倫
理
を
読
み
取
る
こ
と
の
徒
労
を
述
べ
た
あ
と
、
む

し
ろ
実
践
倫
理
な
ら
ば
朱
子
の
『
小
学
』
を
み
た
方
が
早
い
と
の
皮
肉
め
い
た
口
調
で
、
稿
を
閉
じ
る
。

　
　

 

要
す
る
に
文
藝
に
は
文
藝
獨
自
の
立
場
が
有
る
の
で
有
る
か
ら
、
衜
義
を
以
て
之
を
律
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
り
、
動
も
す
れ

ば
失
敗
に
終
る
恐
れ
が
有
る
。（
…
…
）
さ
れ
ば
文
藝
の
中
か
ら
倫
理
思
想
を
取
り
出
し
て
見
よ
う
と
云
ふ
企
は
、
宛
も
雜
木
林
で
松

茸
を
探
さ
う
と
す
る
と
同
じ
で
、
勞
は
多
く
し
て
功
は
少
い
で
あ
ら
う
。
ま
た
通
俗
的
文
藝
に
現
は
れ
て
ゐ
る
程
度
の
實
踐
倫
理
な
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ら
ば
、
朱
子
の
「
小
學
」
で
も
見
た
方
が
、
ず
つ
と
詳
し
く
、
手
取
り
早
い（

11
（

。

　
「
支
那
文
藝
の
眞
味
を
解
せ
ん
と
す
る
」
う
え
で
は
「
其
の
背
後
に
動
く
衜
家
の
超
世
的
思
想
に
注
目
す
る
」
必
要
を
述
べ
た
青
木
に

は
、
狩
野
や
服
部
ら
が
主
張
し
て
い
た
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
か
ら
道
教
を
捉
え
る
志
向
は
、
限
り
な
く

後
退
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2　

橘
樸
―
「
通
俗
衜
敎
」
の
探
究
者
―

　
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
視
点
か
ら
道
教
を
捉
え
る
志
向
は
、
狩
野
の
弟
子
に
あ
た
る
青
木
に
と
っ
て
は
関
心

の
薄
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
狩
野
や
服
部
の
視
点
を
さ
ら
に
推
し
進
め
、
自
ら
の
中
国
認
識
の
基
礎
に
据
え
た
人
物
が
、
橘
樸
で
あ
る（

1（
（

。

橘
は
生
涯
の
大
部
分
を
中
国
大
陸
で
過
ご
し
、
中
国
に
関
す
る
多
く
の
評
論
を
発
表
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
著
名
で
あ
る（

11
（

。
明
治

三
六
年
に
早
稲
田
大
学
を
退
学
後
、
明
治
三
九
年
に
大
連
へ
渡
っ
て
か
ら
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年
一
〇
月
に
亡
く
な
る
ま
で
、
当
時

の
中
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
語
の
新
聞
・
雑
誌
を
中
心
に
、
精
力
的
な
執
筆
を
展
開
し
て
い
た
。

　

橘
は
、
大
正
一
一
年
に
中
国
山
東
の
農
村
に
入
り
、
そ
の
調
査
を
「
李
村
研
究
」
と
し
て
『
青
島
新
聞
』
に
発
表
す
る
が
、
同
じ
時
期

に
は
、
民
間
信
仰
に
関
す
る
論
文
も
集
中
的
に
執
筆
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、『
京
津
日
日
新
聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
関
連
論
文
を
摘
記
す

れ
ば
、「
聊
齋
研
究
（
一
―
一
四
）」（
大
正
一
一
年
）、「
泰
山
の
神
々
（
一
）」「
神
―
泰
山
の
神
々
（
二
―
二
九
）」（
同
年
）、「
女
神
崇
拜

（
一
―
二
一
）」（
同
年
）、「
神
の
結
論
（
一
・
二
）」、「
觀
音
樣
と
民
衆
（
一
―
三
）」（
大
正
一
二
＝
一
九
二
三
年
）、「
支
那
人
と
宗
敎
生
活

（
一
）」「
衜
敎
槪
論
（
二
―
二
五
）」（
大
正
一
三
＝
一
九
二
四
年
）、「
通
俗
衜
敎
（
一
―
九
）」（
同
年
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
道

教
に
関
す
る
論
文
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
『
衜
敎
』（
支
那
風
物
硏
究
會
）
に
収
め
ら
れ
、
同
時
期
に
他
の
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媒
体
で
発
表
さ
れ
た
道
教
関
連
の
論
考
も
、
後
に
『
支
那
思
想
硏
究
』（
日
本
評
論
社
、
昭
和
一
一
＝
一
九
三
六
年
八
月
）
に
収
録
さ
れ
る

な
ど
、
ま
と
ま
っ
た
見
解
を
残
し
て
い
る（

11
（

。

　

橘
の
道
教
論
に
一
貫
す
る
特
徴
は
、
道
教
を
中
国
の
一
般
民
衆
の
あ
い
だ
で
「
活
き
て
働
く
宗
敎（

11
（

」
と
み
な
し
、
そ
れ
を
一
神
教
的
な

枠
組
み
か
ら
捉
え
た
「
民
族
宗
敎
」
と
規
定
す
る
こ
と
と
、
そ
の
宗
教
的
信
仰
か
ら
生
じ
た
慣
習
や
形
式
を
理
解
す
る
た
め
の
方
法
と
し

て
道
教
を
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
橘
の
こ
う
し
た
道
教
観
は
、
学
者
や
宗
教
家
た
ち
の
考
え
る
も
の
と
は
異
な
り
、
民
間
に
行
わ
れ
る
一

切
の
道
教
的
信
仰
に
も
と
づ
く
行
為
や
思
想
が
総
称
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
彼
は
「
通
俗
衜
敎
」
と
表
現
す
る
。

　

こ
の
「
通
俗
衜
敎
」
と
い
う
用
語
は
、
橘
と
と
も
に
『
京
津
日
日
新
聞
』
を
編
集
し
て
い
た
中
野
江
漢
（
一
八
八
九
―
一
九
五
〇
）
に

よ
れ
ば
、
彼
ら
が
用
い
始
め
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
　

 

序
に
述
べ
て
置
き
た
い
こ
と
は
『
通
俗
衜
敎
』
の
名
稱
で
あ
る
。
今
で
は
誰
で
も
「
通
俗
衜
敎
」
と
使
用
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
を
初

め
て
名
づ
け
た
の
は
、
朴
庵
（
筆
者
注
・
橘
）
と
私
と
の
合
作
で
あ
る
。
大
正
五
年
北
京
に
於
て
、
二
人
が
提
携
し
て
衜
敎
硏
究
に

沒
頭
し
て
ゐ
た
時
、
衜
敎
系
統
の
民
間
信
仰
に
對
し
、
適
當
の
名
は
な
い
か
と
相
談
し
た
結
果
、
衜
敎
に
「
通
俗
」
を
冠
す
る
こ
と

に
決
め
て
、
始
め
て
世
に
發
表
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
專
門
に
通
俗
的
な
衜
敎
を
硏
究
す
る
人
も
な
く
、
文
學
博
士
服
部
宇
之
吉
氏

が
「
善
書
に
就
て
」
と
題
す
る
硏
究
を
、
其
著
「
支
那
硏
究
」（
大
正
五
年
十
二
月
明
治
出
版
社
發
行
）
に
發
表
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
發
表
で
は
「
支
那
の
通
俗
衜
德
」
と
し
て
あ
る（

11
（

。

引
用
中
に
は
先
に
み
た
服
部
の
論
考
も
み
え
る
が
、
橘
（
お
よ
び
中
野
）
は
中
国
大
陸
に
生
活
す
る
居
住
者
の
立
場
を
い
か
し
、
狩
野
や

服
部
が
主
張
し
た
、
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
す
る
た
め
の
道
教
と
い
う
視
点
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
。
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そ
れ
で
は
、
橘
の
語
る
道
教
的
信
仰
か
ら
生
じ
た
慣
習
や
形
式
の
事
例
と
し
て
、
大
正
一
一
年
九
月
四
日
か
ら
一
八
日
ま
で
『
京
津
日

日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
聊
齋
研
究
」
を
み
て
み
た
い
。
こ
こ
で
は
清
初
の
蒲
松
齢
に
よ
る
文
語
体
の
怪
異
小
説
集
『
聊
斎
志
異
』
を

取
り
上
げ
る
が
、
橘
は
同
作
を
「
藝
術
的
價
値
」
と
「
支
那
民
族
性
の
研
究
資
料
と
し
て
の
價
値（

11
（

」
の
二
点
か
ら
評
価
す
る
。
と
く
に
そ

の
後
者
を
研
究
目
標
に
据
え
る
が
、
テ
キ
ス
ト
に
現
れ
る
「
支
那
人
の
内
的
生
活
」
の
著
し
い
事
実
と
し
て
、「
超
自
然
力
の
信
仰
」
に
注

目
す
る
。

　

橘
は
、
こ
の
「
超
自
然
力
の
信
仰
」
に
は
仏
教
以
上
に
道
教
の
影
響
が
強
い
と
し
、『
聊
斎
志
異
』
は
、「
見
方
に
よ
つ
て
は
オ
バ
ケ
と

色
氣
と
欲
氣
」
の
三
大
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
「
山
東
（
に
限
つ
た
譯
で
は
勿
論
な
い
が
）
民
衆
の
内

的
生
活
を
構
成
す
る
三
大
要
素
で
あ
る
と
斷
定
し
て
も
大
過
あ
る
ま
い
」
と
橘
は
述
べ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
「
オ
バ
ケ
」、
つ
ま
り
道
教
的

な
仙
人
や
狐
、
鬼
（
幽
霊
）
な
ど
が
頻
出
す
る
テ
キ
ス
ト
を
「
迷
信
の
書
」
と
し
て
有
害
視
す
る
向
き
に
対
し
て
、
彼
は
「
凡
そ
こ
れ
程

間
違
つ
た
且
無
慈
悲
な
考
へ
は
な
い
」
と
批
判
し
、
迷
信
お
よ
び
民
間
に
浸
透
す
る
道
教
的
信
仰
を
擁
護
す
る
。

　
　

 

迷
信
と
い
へ
ば
宗
敎
に
限
ら
ず
凡
て
の
信
仰
が
迷
信
で
あ
る
と
も
言
へ
る
。
唯
私
共
に
取
つ
て
は
大
切
な
こ
と
は
其
信
仰
が
私
共
の

精
神
と
並
に
物
質
的
生
活
に
於
て
「
止
む
に
止
ま
れ
ぬ
」
と
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
或
强
烈
痛
切
な
要
求
を
滿
た
し
且
慰
め
て
吳
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。（
…
…
）
私
は
か
へ
〔
く
〕
の
如
き
考
へ
方
か
ら
し
て
聊
齋
誌
異
に
現
は
れ
る
迷
信
の
悉
く
に
同
感
し

支
那
の
民
衆
に
取
つ
て
の
偉
大
な
る
主
觀
的
價
値
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
迷
信
の
う
ち
で
今
日
の
所
謂
常
識
と
餘
り

に
懸
隔
の
甚
だ
し
い
も
の
や
精
神
的
乃
至
物
質
的
に
弊
害
の
著
し
い
も
の
だ
け
は
愼
重
に
甑
別
し
た
上
で
淘
汰
を
行
ふ
必
要
が
あ
ら

う
け
れ
ど
も
基
督
敎
宣
敎
師
や
唯
物
史
觀
論
者
の
や
う
に
頭
か
ら
衜
敎
は
有
害
の
迷
信
だ
と
獨
斷
し
て
こ
れ
を
排
斥
す
る
こ
と
は
斷

じ
て
い
け
な
い
。
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そ
の
う
え
で
、
三
〇
〇
年
ほ
ど
前
に
作
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
描
か
れ
る
迷
信
や
伝
説
か
ら
う
か
が
え
る
民
衆
心
理
を
、
記
事
執
筆
時
点

の
中
国
の
民
衆
に
当
て
は
め
る
こ
と
へ
の
批
判
に
対
し
て
は
、
生
活
の
表
面
上
の
変
化
は
問
題
で
は
な
く
、
民
衆
生
活
が
精
神
的
に
も
物

質
的
に
も
圧
迫
さ
れ
る
環
境
そ
の
も
の
が
変
わ
ら
な
い
限
り
は
、
そ
の
内
的
生
活
も
容
易
に
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
と
主
張
す
る
。

そ
の
た
め
、
過
去
の
テ
キ
ス
ト
に
描
か
れ
た
道
教
的
な
信
仰
は
、
今
日
の
民
衆
生
活
に
も
活
き
て
い
る
と
い
う
認
識
が
導
か
れ
る
。

　
　

 

况
し
て
支
那
の
民
衆
の
や
う
に
比
較
的
單
調
な
歴
史
の
な
か
を
通
過
し
て
來
た
社
會
に
在
つ
て
は
三
百
年
も
一
瞬
に
過
ぎ
な
い
。
即

ち
聊
齋
誌
異
の
傳
說
は
其
ま
ゝ
に
今
日
の
民
心
に
活
き
て
居
る
の
で
あ
る
。

　

道
教
が
含
む
諸
々
の
迷
信
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
発
生
す
る
原
因
（
と
橘
が
認
識
す
る
も
の
）
と
と
も
に
そ
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
一

神
教
的
な
枠
組
み
か
ら
捉
え
ら
れ
る
「
通
俗
衜
敎
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
後
の
王
道
論
的
な
社
会
改
革
の
土
台
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
こ

と
が
示
唆
な
い
し
指
摘
さ
れ
て
い
る（

11
（

。
た
し
か
に
橘
の
視
点
で
は
、
狩
野
や
服
部
と
同
じ
く
一
般
社
会
の
信
仰
や
慣
習
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
立
場
か
ら
道
教
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
同
時
に
、「
常
識
と
餘
り
に
懸
隔
の
甚
だ
し
い
も
の
や
精
神
的
乃
至
物
質
的
に
弊

害
の
著
し
い
も
の
だ
け
は
愼
重
に
甑
別
し
た
上
で
淘
汰
を
行
ふ
必
要
が
あ
ら
う
」
と
い
う
、
改
良
的
な
発
想
も
含
ま
れ
て
い
た
。『
聊
斎
志

異
』
を
対
象
に
し
て
い
た
時
点
で
は
、
民
衆
の
範
囲
を
「
山
東
」
と
い
く
ぶ
ん
抑
制
的
に
表
現
し
て
い
た
橘
は
、
そ
の
後
す
ぐ
に
、「
民
族

宗
敎
」
と
し
て
の
道
教
（「
通
俗
衜
敎
」）
を
語
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
狩
野
と
服
部
の
後
続
世
代
と
し
て
、
青
木
正
児
と
橘
樸
に
み
え
る
道
教
に
対
す
る
認
識
を
素
描
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

古
典
作
品
に
影
響
を
与
え
る
要
素
と
し
て
道
教
（
神
仙
お
よ
び
哲
学
・
思
想
と
し
て
の
道
家
）
に
言
及
す
る
青
木
と
、
古
典
作
品
に
う
か

が
え
る
道
教
的
信
仰
が
現
在
に
も
活
き
て
い
る
と
捉
え
る
橘
と
の
、
対
照
的
な
様
子
が
浮
か
び
上
が
る
。
そ
の
違
い
に
は
、
青
木
は
文
学
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研
究
、
橘
は
お
も
に
社
会
学
的
な
関
心
と
い
う
、
立
場
や
志
向
の
差
異
か
ら
導
か
れ
る
面
も
指
摘
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
彼
ら
と
同
時
代
を
生
き
た
宮
原
民
平
は
、
ど
の
よ
う
な
認
識
か
ら
道
教
を
捉
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四　

宮
原
民
平
―
内
面
を
知
る
た
め
の
道
教
―

　
「
は
じ
め
に
」
で
も
記
し
た
よ
う
に
、
宮
原
民
平
は
中
国
白
話
文
学
の
研
究
者
で
あ
り
、
道
教
研
究
の
専
門
家
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
例
え
ば
、「
支
那
の
民
間
信
仰
と
民
族
性
」（
昭
和
一
三
＝
一
九
三
八
年
八
月
）
と
題
し
た
講
演
は
、
そ
の
内
容
の
多
く
が
道
教
（「
通

俗
衜
敎
」）
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
宮
原
は
、
自
身
の
専
門
は
文
学
研
究
で
あ
り
、
民
間
信
仰
は
専
門
で
な
い
と
は
っ
き
り

述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
専
門
と
す
る
文
学
研
究
（
白
話
文
学
）
が
「
民
間
信
仰
と
か
民
族
性
と
い
ふ
こ
と
に
對
し
て
も
關
係
が
あ

り
ま
す
の
で
、
多
少
文
學
硏
究
の
傍
ら
に
注
意
し
て
居
つ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す（

11
（

」
と
、
文
学
研
究
の
必
要
か
ら
、
民
間
信
仰
お
よ
び
道
教

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
宮
原
の
衜
教
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
言
及
を
時
系
列
で
示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

①　
「
衜
敎
と
老
子
」（『
東
洋
協
會
學
友
會
報
』
四
五
号
）
大
正
一
〇
年
二
月

　

②　
『
支
那
の
秘
密
結
社
』（
東
洋
硏
究
會
）
大
正
一
三
年
六
月

　

③　
「
衜
敎
と
迷
信
」（『
支
那
文
學
大
觀
』
一
一
巻
）
大
正
一
五
年
七
月

　

④　
「
支
那
の
通
俗
衜
敎
」（『
現
代
支
那
事
情
の
硏
究
』）
昭
和
三
年
六
月

　

⑤　
「
支
那
の
迷
信
的
結
社
に
就
い
て
」（『
拓
殖
大
學
論
集
』
三
巻
二
号
）
昭
和
八
年
二
月
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⑥　
「
支
那
の
民
間
信
仰
と
民
族
性
」（『
新
更
論
集
』
七
巻
）
昭
和
一
三
年
八
月

　

⑦　
「
支
那
の
民
間
信
仰
」（『
東
洋
』
四
三
巻
八
号
）
昭
和
一
五
年
八
月

　

道
教
や
民
間
信
仰
に
対
す
る
宮
原
の
発
言
を
通
覧
す
る
と
き
、
時
間
軸
と
し
て
は
大
正
後
期
か
ら
昭
和
一
九
年
に
逝
去
す
る
ま
で
の
あ

い
だ
、
継
続
的
な
関
心
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
言
及
す
る
内
容
と
し
て
、
①
は
民
衆
の
信
仰
を
集
め
る
宗
教
と
し
て
の
道
教
を

簡
略
に
述
べ
、
②
⑤
は
道
教
信
仰
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
秘
密
結
社
に
触
れ
、
③
④
⑥
⑦
は
、
い
ず
れ
も
「
通
俗
衜
敎
」
に
つ
い
て
一
定

の
分
量
を
割
い
て
触
れ
て
い
る
。
①
③
⑤
は
論
文
、
②
は
著
作
、
④
⑥
⑦
は
講
演
の
筆
録
だ
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
宮
原
の
道
教
語
り
の

代
表
例
と
み
な
せ
る
③
の
内
容
や
構
成
を
確
認
し
、
次
い
で
④
⑥
を
み
て
い
き
た
い
。

　

③
「
衜
敎
と
迷
信
」
は
、
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
支
那
文
學
大
觀 

第
十
一
巻
』（
支
那
文
學
大
觀
刊
行
會
）

の
「
論
叢
（
巻
頭
論
文
）」
と
し
て
書
か
れ
た
。
こ
の
『
支
那
文
學
大
觀 

第
十
一
巻
』
に
は
、
佐
藤
春
夫
・
伊
藤
貴
麿
・
今
東
光
ら
に
よ

る
「
今
古
奇
觀
」
の
邦
訳
が
収
録
さ
れ
る
。
そ
の
解
題
は
宮
原
と
塩
谷
温
（
一
八
七
八
―
一
九
六
二
）
の
共
著
で
あ
り
、「
論
叢
」
は
宮
原

単
独
で
の
執
筆
と
な
る
。『
支
那
文
學
大
觀
』
は
、
大
正
一
五
年
三
月
か
ら
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
ま
で
刊
行
さ
れ
た
、
中
国
古
典

の
う
ち
戯
曲
小
説
を
邦
訳
し
た
叢
書
で
あ
り
、
全
体
の
監
修
者
に
は
塩
谷
の
名
が
据
え
ら
れ
る
も
の
の
、
全
一
四
巻
構
成
（
実
際
の
刊
行

は
九
冊
）
の
注
釈
者
や
解
題
、
論
叢
執
筆
の
分
担
な
ど
を
み
る
か
ぎ
り
、
宮
原
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。

　

次
に
、
そ
の
内
容
を
章
ご
と
に
略
記
す
る
。「
第
一
章 

衜
敎
と
儒
敎
」
で
は
、
道
教
は
「
支
那
獨
特
の
宗
敎
」
で
あ
り
、「
一
般
民
衆
の

信
仰
の
中
心
で
あ
り
生
活
の
基
調
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
一
般
民
衆
の
「
衜
敎
的
雰
圍
氣
」
中
の
「
あ
り
の
ま
ま
な
る
生
活
の
記
錄
」
で

あ
る
小
説
や
戯
曲
を
み
る
う
え
で
、
道
教
が
果
た
し
た
役
割
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
ま
ず
主
張
さ
れ
る
。
こ
れ
と
対
比
す
る

形
で
儒
教
に
言
及
し
、
起
居
の
習
慣
や
家
族
・
主
従
・
師
弟
関
係
、
冠
婚
葬
祭
の
儀
式
な
ど
の
「
形
式
」
は
、
一
般
に
保
存
さ
れ
る
一
方
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で
科
挙
の
衜
具
と
さ
れ
、
徳
行
と
禍
福
を
結
び
付
け
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
そ
の
「
精
神
」
は
「
全
く
民
衆
か
ら
離
れ
て
」
い
る
と
述

べ
ら
れ
る
。「
第
二
章 

衜
敎
と
佛
敎
」
で
は
道
教
と
仏
教
を
対
比
し
、
政
治
的
に
は
仏
教
よ
り
道
教
へ
の
保
護
が
厚
か
っ
た
こ
と
や
、「
佛

敎
を
信
ず
る
者
は
比
較
的
上
流
の
者
」
に
多
く
、
仏
教
の
哲
学
的
部
分
と
通
俗
的
部
分
の
う
ち
、
通
俗
的
部
分
が
「
現
實
的
な
る
衜
敎
」

に
採
り
入
れ
ら
れ
「
一
種
衜
佛
混
合
の
宗
敎
」
に
な
っ
て
い
る
状
態
は
、「
衜
敎
が
民
衆
の
希
望
と
合
致
」
し
た
結
果
だ
と
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
に
、
儒
教
・
仏
教
と
道
教
の
対
比
が
な
さ
れ
、
道
教
が
一
般
民
衆
の
現
実
的
欲
求
に
応
え
る
宗
教
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、

「
第
三
章 

現
實
的
の
宗
敎
」
以
降
、
道
教
の
概
略
が
説
明
さ
れ
る
。
そ
の
あ
ら
ま
し
を
示
す
と
、
中
国
の
人
心
が
望
む
幸
福
は
「
多
壽
」

「
多
福
」「
多
男
子
」
の
「
三
多
」
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
「
多
壽
」
に
関
わ
る
不
老
不
死
を
望
む
神
仙
説
が
道
教
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
（
第

三
章
）、
そ
の
神
仙
説
に
は
長
生
不
老
に
ま
つ
わ
る
迷
信
が
生
じ
、
五
行
説
・
讖
緯
説
・
災
祥
・
卜
筮
・
夢
な
ど
も
民
間
の
迷
信
で
あ
る
こ

と
（「
第
四
章 

長
生
不
老
の
迷
信
」）、
そ
れ
ら
の
迷
信
を
奉
ず
る
「
神
仙
家
」
お
よ
び
そ
の
流
れ
を
汲
む
「
方
士
」
は
黄
老
を
祖
師
と
尊

び
、
他
方
、
同
じ
く
黄
老
を
尊
ぶ
も
の
の
、
そ
れ
を
思
想
的
に
追
究
し
自
己
の
心
身
修
養
に
志
す
も
の
た
ち
は
「
衜
家
」
と
し
て
、「
神
仙

家
」「
方
士
」
と
は
区
別
さ
れ
る
（「
第
五
章 
衜
敎
と
老
子
の
關
係
」）。
そ
の
後
、
道
教
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
（「
第
六
章 

衜
敎
の
歷

史
」）、
民
間
の
道
教
信
仰
の
基
本
と
な
る
経
文
と
し
て
、「
太
上
感
應
篇
」「
陰
隲
文
」「
功
過
格
」
に
言
及
さ
れ
る
（「
第
七
章 

衜
敎
の
垩

典
」）。
そ
の
う
え
で
道
教
信
仰
に
つ
い
て
、「
長
生
久
視
を
理
想
と
し
て
仙
術
を
修
煉
す
る
信
仰
」
と
、「
長
生
久
視
を
目
的
と
せ
ず
、
目

前
の
吉
兇
禍
福
に
重
き
を
置
く
」
こ
と
の
二
面
が
指
摘
さ
れ
、
前
者
は
道
士
が
行
う
こ
と
で
あ
り
、
後
者
が
「
民
衆
の
衜
敎
信
仰
の
基
調
」

で
あ
る
こ
と
、「
一
般
民
衆
の
衜
敎
信
仰
は
、
す
べ
て
現
實
の
吉
兇
禍
福
を
祈
る
こ
と
が
主
要
」
だ
と
説
明
さ
れ
（「
第
八
章 

信
仰
の
兩

面
」）、
一
般
民
衆
の
信
仰
対
象
と
な
る
道
教
の
諸
神
が
列
挙
さ
れ
る
（「
第
九
章 

尊
信
せ
ら
る
る
諸
神
仙
」）。
そ
し
て
最
後
に
、
道
教
起

源
の
年
中
行
事
に
触
れ
ら
れ
た
あ
と
、「
支
那
の
小
說
戯
曲
等
を
看
る
場
合
に
は
特
に
衜
敎
の
槪
念
を
心
得
て
ゐ
な
け
れ
ば
、
眞
髓
に
觸
れ

る
こ
と
は
出
來
な
い
」
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
注
意
が
促
さ
れ
る
（「
第
十
章 
一
般
の
迷
信
」）。
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以
上
の
構
成
か
ら
な
る
道
教
へ
の
言
及
は
、
こ
れ
以
降
に
宮
原
が
道
教
を
述
べ
る
際
の
ひ
な
型
と
し
て
捉
え
て
よ
い
。
そ
の
た
め
、
④

⑥
の
講
演
は
話
の
構
成
に
つ
い
て
触
れ
る
に
留
め
、
と
く
に
異
な
る
話
題
に
つ
い
て
の
み
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

　

④
「
支
那
の
通
俗
衜
敎
」
は
、
山
口
高
等
商
業
学
校
内
に
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
に
設
立
さ
れ
た
「
東
亞
經
濟
硏
究
會
」
と
提
携
し
、

毎
年
一
回
開
催
さ
れ
た
「
支
那
事
情
講
習
會
」
の
、
そ
の
第
四
回
講
習
会
（
昭
和
三
＝
一
九
二
八
年
六
月
）
で
講
演
さ
れ
た
内
容
の
筆
録

で
あ
る
。
こ
こ
で
ま
ず
宮
原
は
、「
衜
敎
は
世
界
に
於
て
支
那
だ
け
が
持
つ
て
居
る
宗
敎
」
で
あ
り
、
自
分
が
話
す
道
教
は
「
通
俗
衜
敎
」

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
老
子
や
荘
子
列
子
な
ど
の
「
一
種
の
哲
學
で
餘
程
高
尚
な
る
思
想
を
持
つ
た（

11
（

」
も
の
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
だ
と

述
べ
る
。
宮
原
の
口
か
ら
「
通
俗
衜
敎
」
な
る
表
現
が
語
ら
れ
た
の
は
、
文
献
上
確
認
で
き
る
か
ぎ
り
で
は
こ
の
講
演
会
が
初
出
と
な
る
。

そ
の
後
の
話
の
構
成
は
、
儒
教
と
通
俗
道
教
の
違
い
、
通
俗
道
教
に
よ
る
老
子
の
取
り
込
み
、「
多
壽
」「
多
福
」「
多
男
子
」
の
「
三
多
」

と
、「
多
壽
」
と
関
係
す
る
方
士
や
神
仙
家
と
不
老
長
生
の
方
法
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
通
俗
道
教
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
た
あ
と
、
余
談
と

し
て
仙
人
の
特
徴
（
仙
人
の
住
む
場
所
は
現
実
世
界
に
あ
り
、
伴
侶
を
持
ち
、
苗
字
・
名
前
・
字
を
持
つ
な
ど
）
に
触
れ
、
通
俗
道
教
に

お
け
る
経
文
と
し
て
「
太
上
感
應
篇
」「
陰
隲
文
」「
功
過
格
」
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
信
仰
さ
れ
る
神
々
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
る
。

　

⑥
「
支
那
の
民
間
信
仰
と
民
族
性
」
は
、
成
田
山
新
勝
寺
の
境
内
に
設
置
さ
れ
た
「
新
更
會
」
が
開
催
し
た
、「
第
拾
回 

新
更
夏
季
大

學
」（
昭
和
一
三
年
八
月
三
日
）
で
講
演
さ
れ
た
内
容
の
筆
録
と
な
る
。「
新
更
會
」
は
、
成
田
山
新
勝
寺
第
一
八
世
貫
首
で
あ
る
荒
木
照

定
（
一
八
九
二
―
一
九
六
五
）
に
よ
り
昭
和
三
年
二
月
に
設
立
さ
れ
た
、
青
年
に
対
す
る
社
会
教
育
施
設
で
あ
る（

1（
（

。
宮
原
の
講
演
は
、
そ

の
前
々
年
の
満
洲
事
変
お
よ
び
前
年
の
盧
溝
橋
事
件
を
承
け
て
い
る
ぶ
ん
、
時
局
色
の
濃
い
状
況
下
で
話
さ
れ
た
。
開
講
式
の
挨
拶
に
も
、

「
講
師
の
お
顏
觸
れ
と
い
ひ
、
或
は
御
演
題
と
い
ひ
、
事
變
色
を
濃
厚
に
採
入
れ
ら
れ
て
居
り
ま
す
る
（
…
…
）
戰
時
下
に
於
け
る
講
習
會

と
致
し
ま
し
て
は
洵
に
意
義
深
く
且
つ
適
切
な
も
の（

11
（

」
と
み
え
る
が
、
宮
原
の
講
演
は
こ
れ
ま
で
の
道
教
に
関
す
る
枠
組
み
を
踏
襲
し
て

お
り
、
時
局
に
関
連
す
る
話
題
を
時
折
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
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講
演
全
体
の
構
成
は
、
民
間
信
仰
の
起
源
と
し
て
中
国
の
神
話
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
神
話
中
の
神
仙
譚
の
多
さ
、
生
身
の
ま

ま
神
仙
に
な
る
こ
と
を
求
め
る
な
ど
の
現
実
的
傾
向
、
道
家
と
宗
教
と
し
て
の
道
教
の
違
い
、
道
教
の
歴
史
、
秘
密
結
社
と
道
教
の
関
係

を
述
べ
た
あ
と
、
休
憩
を
挟
む
。
そ
の
後
、
儒
教
が
民
衆
か
ら
離
れ
た
理
由
、
儒
教
は
倫
理
で
あ
り
道
教
は
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

さ
ら
に
通
俗
文
学
と
道
教
の
関
係
に
つ
い
て
、「
黄
梁
夢
」「
老
生
兒
」
と
い
っ
た
戯
曲
の
ほ
か
、「
水
滸
傳
」「
三
國
志
」「
西
遊
記
」「
封
神

演
義
」「
紅
樓
夢
」
の
小
説
類
に
み
え
る
道
教
ま
た
は
道
仏
混
淆
の
要
素
に
つ
い
て
具
体
例
を
あ
げ
て
い
く
。
そ
し
て
、
通
俗
道
教
の
二
つ

の
面
を
指
摘
し
、
聖
典
と
し
て
「
太
上
感
應
篇
」「
陰
隲
文
」「
功
過
格
」
に
触
れ
、
竈
神
の
祭
祀
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
、
通
俗
道
教
に
関
す
る
お
お
よ
そ
の
説
明
を
加
え
た
あ
と
、
こ
れ
ま
で
の
話
題
が
、
同
時
代
に
お
け
る
中
国
の
「
國
民
性
と

ど
う
い
ふ
關
係
に
在
る
か
と
い
ふ
こ
と（

11
（

」
に
話
を
進
め
て
い
く
。
年
中
行
事
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
中
の
雰
囲
気
に
道
教
信
仰
が
浸
透
し

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
国
民
性
を
知
る
う
え
で
通
俗
道
教
研
究
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
視
点
か
ら
、
例
え
ば
日
本
人
と
中
国
人
の
「
死
」

に
対
す
る
態
度
の
違
い
が
説
明
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
中
国
人
が
「
死
」
を
前
に
し
た
時
の
行
動
（
死
刑
を
例
に
あ
げ
、
刑
の
執
行
前
は
喚

き
散
ら
す
が
、
い
ざ
執
行
と
な
る
と
却
っ
て
落
ち
着
く
な
ど
）
を
理
解
す
る
う
え
で
、
そ
の
行
動
が
「
支
那
の
宗
敎
か
ら
來
て
」
お
り
、

「
通
俗
信
仰
が
判
ら
ぬ
と
此
氣
持
も
判
り
ま（
せ
）ん（

11
（

」
と
、
内
面
を
知
る
た
め
の
通
俗
信
仰
と
い
う
視
点
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
の
後
、「
支

那
民
族
の
性
質
」「
特
殊
の
民
族
性
」
と
し
て
、
家
を
大
事
に
す
る
こ
と
、
現
実
の
利
益
を
願
う
こ
と
、
平
和
的
な
民
族
で
あ
る
こ
と
、
形

式
を
尊
ぶ
こ
と
、
忍
耐
力
が
あ
り
悠
長
な
こ
と
、
運
命
に
対
し
て
服
従
す
る
こ
と
の
六
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
と
の
対
比
か
ら

説
明
さ
れ
る
。
そ
の
民
族
性
の
観
点
か
ら
今
度
の
戦
争
に
つ
い
て
、「
日
本
人
は
短
氣
で
支
那
人
は
悠
長
で
あ
り
、
忍
耐
力
が
强
い
（
…
…
）

そ
の
國
民
性
と
國
民
性
の
戰
ひ
と
な
れ
ば
、
卽
ち
支
那
人
の
長
處
で
あ
る
忍
耐
と
悠
長
と
を
以
て
、
日
本
人
の
一
番
短
處
と
し
て
居
る
短

氣
、
忍
耐
力
に
乏
し
い
と
い
ふ
點
を
攻
撃
す
る（

11
（

」
な
ど
、
時
局
へ
の
注
意
を
促
し
て
講
演
を
終
え
る
。

　

い
ま
み
て
き
た
⑥
の
講
演
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
演
題
の
よ
う
に
「
民
間
信
仰
と
民
族
性
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
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は
「
通
俗
衜
敎
」
を
解
説
す
る
こ
と
か
ら
中
国
の
「
民
族
性
」、
あ
る
い
は
「
國
民
性
」
を
測
っ
て
い
こ
う
と
す
る
視
線
が
顕
著
な
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
の
仕
方
に
は
、
狩
野
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
同
時
代
で
あ
る
「
今
」
を
理
解
す
る
た
め
に
「
古
」
を
み
る
と
い

う
点
で
、
橘
と
同
じ
よ
う
に
「
今
」
と
「
古
」
を
連
続
的
に
捉
え
る
観
点
も
含
ま
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
以
前
に
言
及
さ
れ
た
宮

原
の
道
教
関
連
の
言
説
に
も
、
一
般
民
衆
の
行
動
や
考
え
を
把
握
し
て
い
く
と
い
う
視
点
自
体
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
例
え
ば

③
で
み
た
語
り
方
で
は
、
そ
れ
が
白
話
文
学
の
翻
訳
集
と
い
う
枠
内
で
の
言
及
で
も
あ
っ
た
た
め
か
、
あ
く
ま
で
も
戯
曲
や
小
説
理
解
の

た
め
に
道
教
を
知
る
こ
と
の
意
義
が
説
か
れ
る
に
留
ま
り
、
そ
れ
を
「
民
族
性
」「
國
民
性
」
に
つ
な
げ
る
視
点
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

そ
の
た
め
、
宮
原
が
道
教
を
「
民
族
性
」「
國
民
性
」
と
は
っ
き
り
結
び
付
け
て
語
る
こ
と
は
、
⑥
の
講
演
ま
で
前
景
化
し
て
い
な
か
っ
た

と
も
い
え
る
が（

11
（

、
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
時
代
状
況
や
媒
体
、
あ
る
い
は
場
に
応
じ
た
柔
軟
な
道
教
語
り
を
展
開
し
て
い
た
様
子
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
宮
原
の
道
教
語
り
の
代
表
例
を
取
り
上
げ
、
あ
ら
ま
し
を
み
て
き
た
。
そ
の
語
り
方
は
、
白
話
文
学
研
究
の
立
場
か

ら
は
、
戯
曲
や
小
説
類
を
理
解
し
て
い
く
う
え
で
道
教
に
関
す
る
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
た
。
こ
の
点
だ
け
を
と
れ
ば
、

宮
原
に
と
っ
て
の
道
教
は
青
木
に
お
け
る
道
教
と
同
じ
位
相
に
あ
る
。
た
だ
し
、
青
木
に
お
い
て
は
古
典
に
対
す
る
道
教
（
神
仙
お
よ
び

哲
学
・
思
想
と
し
て
の
道
家
）
の
影
響
を
考
察
す
る
と
い
う
、
狩
野
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
古
」
に
焦
点
化
し
た
傾
向
が
強
く
み
て
と
れ
た
。

そ
の
点
で
、「
古
」
と
の
対
照
か
ら
「
今
」
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
関
心
は
希
薄
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
対
し
宮
原
に
は
、「
今
」
に

お
け
る
一
般
民
衆
の
行
動
や
考
え
を
理
解
す
る
う
え
で
、「
古
」
を
参
照
す
る
と
い
う
志
向
も
看
取
さ
れ
た
。
そ
の
「
今
」
を
理
解
す
る
う

え
で
参
照
さ
れ
る
「
古
」
と
し
て
、
と
く
に
道
教
お
よ
び
通
俗
道
教
に
積
極
的
な
関
心
を
宮
原
は
向
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
同
様
の
関
心
か
ら
、
道
教
的
な
信
仰
を
内
包
す
る
秘
密
結
社
に
つ
い
て
も
、
宮
原
は
発
言
し
て
い
る
（
②
⑤
）。
先
の
②
、
つ
ま

り
「
東
洋
講
座
」
の
講
座
本
の
な
か
で
中
国
の
秘
密
結
社
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
も
、
秘
密
結
社
は
「
い
づ
れ
も
民
間
信
仰
と
深
い
因
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緣
が
あ
る
か
ら
、
ま
づ
前
段
に
於
て
、
之
に
關
し
一
通
り
の
說
明
を
加（

11
（

」
え
る
と
し
、
前
半
部
分
で
は
通
俗
道
教
を
解
説
す
る
。
つ
づ
く

後
半
部
分
の
秘
密
結
社
に
関
す
る
記
述
は
、
そ
の
多
く
を
平
山
周
「
支
那
革
命
党
及
秘
密
結
社
」（
明
治
四
四
年
一
一
月
）
に
拠
る
と
さ
れ

る
も（

11
（

、「
東
洋
硏
究
會
」
か
ら
刊
行
さ
れ
た
「
東
洋
講
座
」
の
一
冊
と
し
て
出
さ
れ
た
同
講
座
本
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
生
き
た
硏
究
と
自
由

な
發
表
と
を
モ
ッ
ト
ー
」
と
し
て
お
り
、「
眞
の
知
識
と
興
味
と
を
併
有
す
る
、
生
き
た
東
洋
新
百
科
辭
典
を
作
ら
う
と
す
る（

11
（

」
こ
と
が
、

こ
の
研
究
会
の
目
的
で
も
あ
っ
た（

11
（

。
つ
ま
り
、
宮
原
が
語
る
通
俗
道
教
に
関
す
る
話
題
も
ま
た
「
生
き
た
硏
究
」
で
あ
り
、「
生
き
た
東
洋

新
百
科
辭
典
」
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
通
俗
道
教
を
語
る
こ
と
は
、
言
わ
ば
「
生
き
た
支
那
」
を
知
る
た
め

の
視
点
で
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
点
、
宮
原
の
関
心
は
多
く
の
面
で
、
橘
と
の
共
通
性
が
指
摘
で
き
る
。
橘
に
お
け
る
道
教
へ
の
関
心
の
持
ち
方
も
「
今
」
を
理
解

す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
古
」
が
参
照
さ
れ
て
い
た
。
橘
も
ま
た
道
教
を
中
国
の
一
般
民
衆
の
あ
い
だ
で
「
活
き
て
働
く
宗
敎
」

と
表
現
し
て
い
た
よ
う
に
、「
生
き
た
／
活
き
た
」
観
点
を
重
視
す
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
橘
と
宮
原
に
よ
る
道
教
語
り
の
内
容

は
、「
今
」
と
「
古
」
を
連
続
的
に
捉
え
る
観
点
も
含
め
、
そ
の
多
く
が
共
有
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
は
「
通
俗
衜
敎
」
と
い
う

用
語
使
用
に
も
い
え
る
こ
と
だ
が
、
そ
の
用
語
使
用
は
橘
や
中
野
ら
に
先
を
譲
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で
は
そ
の
先
後
や
優
劣
で
は
な
く
、

両
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
や
場
に
お
い
て
、
他
者
を
み
る
視
線
に
共
通
性
が
あ
っ
た
の
だ
と
捉
え
て
お
き
た
い（

1（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
橘

の
視
点
に
は
社
会
改
良
的
な
文
脈
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
宮
原
の
視
点
に
は
そ
の
種
の
発
想
は
認
め
ら
れ
ず
、
一
般
社
会
を
生

き
る
人
々
の
内
面
を
知
る
た
め
の
通
俗
信
仰
と
い
う
把
握
に
留
ま
る
よ
う
で
あ
る
。
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五　

宮
原
民
平
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
―
「
支
那
」
理
解
の
た
め
の
語
り
―

　
青
木
正
児
や
橘
樸
と
同
時
代
に
活
動
し
た
宮
原
は
、
例
え
ば
青
木
の
よ
う
な
帝
大
系
ア
カ
デ
ミ
シ
ャ
ン
と
対
照
す
る
と
き
、
道
教
へ
の

積
極
的
言
及
と
い
う
点
で
は
明
確
に
立
ち
位
置
を
異
に
し
て
い
る
。
道
教
に
つ
い
て
の
宮
原
の
関
心
は
、
あ
く
ま
で
も
専
門
と
す
る
文
学

研
究
の
「
傍
ら
」
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
関
心
の
持
ち
よ
う
は
、
支
那
文
学
、
な
か
で
も
白
話
文
学
を
対
象
と
す
る
う

え
で
は
民
衆
文
化
へ
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
の
民
衆
を
理
解
す
る
た
め
の
一
方
法
と
し
て
、
通
俗
性
を
も
っ
た
道
教
文
化
を

把
握
す
る
点
に
あ
っ
た
。
言
わ
ば
、「
生
き
た
支
那
」
と
い
う
「
今
」
を
理
解
す
る
た
め
の
視
座
と
し
て
、「
一
般
民
衆
の
信
仰
の
中
心
で

あ
り
生
活
の
基
調
」
で
あ
る
道
教
を
捉
え
る
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
先
に
は
個
別
に
触
れ
な
か
っ
た
塩
谷
温
も
、
彼
ら
と
同
時
期
を
代
表
す
る
支
那
文
学
（
と
く
に
白
話
文
学
）
研
究
者
で
あ
り
東

京
帝
国
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
た
人
物
だ
が
、
彼
の
『
支
那
文
學
槪
論
講
話
』（
大
日
本
雄
辯
會
、
大
正
八
＝
一
九
一
九
年
九
月
）
や
他
の
発

言
を
徴
し
て
み
て
も
、
青
木
と
同
じ
く
神
仙
や
道
教
の
文
芸
中
へ
の
影
響
は
指
摘
す
る
も
の
の
、「
今
」
を
捉
え
る
視
点
へ
と
繋
げ
る
気
配

は
認
め
ら
れ
な
い（

11
（

。
し
か
し
塩
谷
自
身
、
戦
時
下
で
は
中
国
の
「
今
」
を
積
極
的
に
語
っ
て
も
い
た
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
三
民
主
義
を
は

じ
め
と
し
た
外
来
思
想
を
中
国
か
ら
排
し
、「
支
那
本
來
の
衜
」
で
あ
る
「
孔
子
の
敎
」
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
「
固
有
の
衜
德
」
に
よ
っ
て

「
支
那
を
復
興
せ
ん（

11
（

」
と
す
る
文
脈
か
ら
で
あ
り
、
宮
原
の
よ
う
に
、
一
般
民
衆
の
生
活
の
な
か
に
生
き
る
道
教
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の

で
は
な
い
。
青
木
に
せ
よ
塩
谷
に
せ
よ
、
道
教
を
語
る
具
体
的
な
文
脈
は
同
じ
く
文
芸
の
う
ち
に
あ
り
、
宮
原
も
そ
れ
は
共
有
し
て
い
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
宮
原
が
「
今
」
を
捉
え
る
た
め
の
道
教
（
宗
教
と
し
て
の
道
教
）
に
も
注
目
し
て
い
た
の
に
比
べ
、
両
者
に
は
そ
の
視

点
は
希
薄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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な
お
塩
谷
と
の
関
係
を
付
言
し
て
お
け
ば
、
塩
谷
と
宮
原
と
は
、
協
業
す
る
う
え
で
は
担
当
す
る
領
域
を
分
け
あ
っ
て
い
た
節
も
う
か

が
え
る
。
と
も
に
参
画
し
た
『
支
那
文
學
大
觀
』
の
編
集
で
は
、
通
俗
道
教
に
対
す
る
解
説
は
宮
原
が
執
筆
し
て
い
た
が
、
前
節
の
④
で

触
れ
た
山
口
高
等
商
業
学
校
の
講
習
会
で
も
、
両
者
は
同
席
し
て
い
た
。
そ
こ
で
塩
谷
は
「
支
那
文
學
硏
究
の
新
方
面
」
と
題
し
た
、
専

門
で
あ
る
白
話
文
学
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
る
が
、「
支
那
の
硏
究
は
、
其
人
情
風
俗
を
知
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
（
…
…
）
其
人
情
風
俗

を
知
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
れ
ば
、
矢
張
り
現
代
の
文
學
に
一
と
通
り
目
を
通
す
必
要
が
あ
ら
う（

11
（

」
と
の
視
点
か
ら
、
文
学
研
究
の
意
義
を

述
べ
て
い
た
。
た
だ
し
そ
の
内
容
は
、
自
ら
が
発
見
し
た
「
三
言
二
拍
」
に
言
及
す
る
こ
と
が
主
で
あ
り
、「
人
情
風
俗
を
知
る
」
と
は
い

い
な
が
ら
も
、
宮
原
の
よ
う
に
通
俗
道
教
に
触
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
塩
谷
の
後
に
、
宮
原
は
通
俗
道
教
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
状
況
証
拠
的
で
は
あ
る
が
、
白
話
文
学
を
専
門
領
域
と
す
る
両
者
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が
作
用

し
な
が
ら
も
、
彼
ら
が
語
っ
た
内
容
は
補
完
的
な
関
係
に
あ
る
と
も
理
解
で
き
る（

11
（

。

　

こ
こ
で
、
橘
樸
と
宮
原
に
目
を
移
せ
ば
、「
今
」
を
考
え
る
た
め
に
「
古
」
を
参
照
す
る
と
い
う
点
で
は
、
両
者
は
そ
の
方
向
性
を
共
有

し
て
い
た
。
仮
に
「
通
俗
衜
敎
」
と
い
う
用
語
使
用
に
つ
い
て
は
橘
や
中
野
江
漢
ら
に
先
を
譲
る
に
せ
よ
、
橘
や
中
野
の
活
動
拠
点
が
外

地
、
つ
ま
り
当
時
は
中
国
大
陸
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
内
地
に
お
い
て
積
極
的
に
そ
の
表
現
や
視
点
を
共
有
し
た
人
物
と
し
て
、
宮
原
を

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
山
口
高
等
商
業
学
校
や
成
田
山
新
勝
寺
で
開
催
さ
れ
た
講
習
会
と
い
う
場
に
は
、
青
木
で
も
塩
谷
で

も
な
く
宮
原
が
出
向
き
、
通
俗
道
教
を
軸
と
し
た
中
国
社
会
や
民
族
性
を
解
説
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
宮
原
が
道
教
を
語
る
際
の
枠
組
み
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
ふ
り
返
る
と
、
橘
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
遡
れ
ば
狩
野
直
喜
に
よ
る
講

演
内
容
と
、
そ
の
多
く
が
通
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
狩
野
も
宗
教
と
し
て
の
道
教
を
語
り
、
そ
れ
が
「
一
般
支
那
人
の
思
想
、
感
情

或
は
風
俗
慣
習
」
を
知
る
た
め
の
視
点
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
、
道
教
の
歴
史
的
展
開
や
現
実
主
義
的
な
特
徴
を

述
べ
、「
太
上
感
應
篇
」
や
「
功
過
格
」
と
い
っ
た
善
書
に
言
及
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
が
現
実
に
ど
う
影
響
し
て
い
る
の
か
を
具
体
的
に
指
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摘
す
る
。
宮
原
の
語
る
道
教
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
枠
組
み
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
新
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
地
の
孔
子
廟

の
閑
散
に
比
べ
て
道
教
寺
院
に
人
が
集
ま
る
様
子
か
ら
、
現
在
で
も
後
者
こ
そ
が
一
般
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
と
の
指
摘
や
、
死
刑
に
臨

む
中
国
人
の
態
度
を
道
教
信
仰
の
角
度
か
ら
読
み
解
こ
う
と
す
る
な
ど
の
、
同
時
代
社
会
へ
の
分
析
態
度
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
き
、
宮
原
の
語
る
道
教
の
特
徴
は
、
狩
野
や
服
部
ら
の
先
行
世
代
が
有
し
て
い
た
関
心
の
方
向
性
を
承
け
な
が
ら
、

そ
れ
を
内
地
に
お
い
て
繰
り
返
し
語
り
続
け
て
い
た
こ
と
自
体
に
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
基
本
的
な
語
り
の
枠
組
み
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
、
宮
原
は
「
今
」
へ
の
強
い
関
心
を
有
し
て
お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
自
ら
の
専
門
と
も
関
わ
ら
せ
つ
つ
、
時
局
や
当
時
の
話
題

を
絡
め
た
継
続
的
な
語
り
を
展
開
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
狩
野
や
服
部
ら
の
後
継
世
代
で
あ
る
、
青
木
や
塩
谷
と
い
っ
た
支
那
学
者
（
と
く
に
白
話
文
学
研
究
者
）
た
ち
の
関
心
か
ら

は
退
い
て
い
た
視
点
を
、
同
じ
く
支
那
学
を
奉
ず
る
も
の
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
宮
原
が
引
き
受
け
て
い
た
と
も
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
れ
ば
、
宮
原
は
同
時
代
の
白
話
文
学
研
究
者
た
ち
の
な
か
で
、
通
俗
道
教
を
語
れ
る
立
ち
位
置
を
確
保

し
て
い
た
様
子
が
み
え
て
く
る
。
そ
の
立
ち
位
置
を
支
え
た
も
の
こ
そ
、「
生
き
た
支
那
」
を
知
る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
秘
密
結
社
を
含

め
た
通
俗
的
な
道
教
信
仰
へ
の
注
目
も
、
そ
の
目
的
の
た
め
の
方
法
と
し
て
あ
る
。
彼
の
継
続
的
な
語
り
も
、
橘
に
み
え
た
よ
う
な
改
良

的
な
発
想
は
み
ら
れ
ず
、
あ
く
ま
で
も
内
面
を
知
る
と
い
う
、
文
学
研
究
の
足
場
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
内
地
に
お
い
て
当
時
の
「
支

那
」
を
理
解
す
る
た
め
の
参
照
点
を
示
し
続
け
た
人
物
と
し
て
、
宮
原
を
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
宮
原
民
平
に
お
け
る
学
術
お
よ
び
中
国
認
識
の
特
徴
、
そ
の
立
ち
位
置
を
考
え
る
う
え
で
、
道
教
に
関
す
る
宮
原
の
言
説
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を
取
り
上
げ
て
き
た
。
道
教
を
哲
学
と
宗
教
に
分
け
て
捉
え
る
視
点
自
体
は
、
明
治
四
〇
年
代
を
俟
つ
こ
と
な
く
、
す
で
に
一
〇
年
代
よ

り
断
続
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
を
前
史
と
し
て
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
と
い
う
区
分
の
う
ち
、
一
般
民
衆
の
生
活
の
な
か
の
道

教
、
換
言
す
れ
ば
彼
ら
の
行
動
規
範
（
通
俗
道
徳
）
と
な
る
道
教
と
い
う
論
点
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
が
論
者
に
よ
っ
て
は
「
通
俗
衜
敎
」

と
表
現
さ
れ
な
が
ら
、「
生
き
た
支
那
」
を
知
る
た
め
の
参
照
点
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
視
点
の
自
覚
的
な
発
言
者
は
、
外
地
で

は
橘
樸
や
中
野
江
漢
ら
で
あ
り
、
内
地
で
は
宮
原
が
そ
の
任
を
果
た
し
て
い
た
。

　

し
か
し
宮
原
ら
が
発
言
し
て
い
く
以
前
に
は
、
す
で
に
狩
野
直
喜
が
同
様
の
論
点
を
提
示
し
て
い
た
が
、
こ
の
狩
野
の
論
点
は
、
そ
の

弟
子
を
は
じ
め
と
す
る
帝
大
系
支
那
学
者
た
ち
の
関
心
か
ら
は
後
退
し
て
い
く
。
道
教
で
は
な
く
「
通
俗
衜
德
」
と
い
う
表
現
か
ら
同
様

の
関
心
を
示
し
て
い
た
服
部
宇
之
吉
も
ま
た
、
自
ら
の
学
生
に
は
道
教
研
究
を
勧
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
か
つ
て

狩
野
や
服
部
が
示
し
た
道
教
お
よ
び
通
俗
道
徳
に
関
す
る
視
点
を
、
支
那
学
（
お
も
に
白
話
文
学
）
研
究
者
と
い
う
立
場
か
ら
引
き
受
け

た
人
物
こ
そ
が
、
宮
原
民
平
で
あ
っ
た
。
宮
原
と
同
じ
く
白
話
文
学
研
究
を
専
門
と
し
た
青
木
正
児
や
塩
谷
温
と
い
っ
た
同
時
代
人
ら
も

ま
た
、
文
学
を
理
解
す
る
た
め
の
道
教
を
語
り
こ
そ
す
れ
、
宗
教
と
し
て
の
、
通
俗
と
し
て
の
道
教
に
大
き
な
関
心
を
示
し
た
と
は
い
え

な
い
。
こ
の
よ
う
な
対
照
か
ら
は
、
道
教
を
語
る
白
話
文
学
研
究
者
と
し
て
の
宮
原
と
い
う
立
ち
位
置
を
、
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
宮
原
の
立
ち
位
置
を
支
え
た
も
の
こ
そ
、「
生
き
た
支
那
」
を
知
る
と
い
う
目
的
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
彼
の
「
支
那
」
理
解
も
導
か
れ

て
い
た
。

　

な
お
、
宮
原
の
学
術
に
つ
い
て
は
通
俗
道
教
の
ほ
か
、
白
話
文
学
は
も
と
よ
り
、
支
那
語
教
育
の
視
角
か
ら
も
検
証
を
加
え
て
い
く
必

要
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
別
稿
を
期
し
た
い
。
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注
（
1
）  
本
稿
で
は
、
現
在
の
中
国
大
陸
お
よ
び
そ
こ
に
樹
立
さ
れ
た
国
家
や
人
種
に
対
す
る
呼
称
と
し
て
、
歴
史
的
過
去
に
使
用
さ
れ
た
「
支
那
」
を
使

用
し
、
学
術
分
野
と
し
て
は
「
支
那
学
」
を
用
い
て
い
く
が
、
そ
こ
に
差
別
的
意
図
等
を
含
ま
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
括
弧
表
記
は
初
出
の
み

と
し
、
以
後
は
括
弧
な
し
で
記
述
す
る
（「
漢
学
」
も
同
じ
）。
な
お
、
文
中
で
は
必
要
に
応
じ
て
「
支
那
」「
中
国
」
の
語
を
と
く
に
断
り
な
く
使
い

分
け
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

（
2
）  

近
代
日
本
の
支
那
学
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
齋
藤
希
史
「「
支
那
学
」
の
位
置
」（『
日
本
思
想
史
学
』
三
九
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）
を
参
照
。

（
（
）  

京
都
帝
国
大
学
に
お
け
る
支
那
学
は
、
支
那
哲
学
・
文
学
の
狩
野
直
喜
、
支
那
文
学
の
鈴
木
虎
雄
（
一
八
七
八
―
一
九
六
三
）、
東
洋
史
の
内
藤
湖

南
（
一
八
六
六
―
一
九
三
四
）
と
い
っ
た
第
一
世
代
を
筆
頭
に
、
そ
の
弟
子
た
ち
で
あ
る
青
木
正
児
、
小
島
祐
馬
（
一
八
八
一
―
一
九
六
六
）、
倉
石

武
四
郎
（
一
八
九
七
―
一
九
七
五
）、
吉
川
幸
次
郎
（
一
九
〇
四
―
一
九
八
〇
）
ら
の
面
々
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
学
術
は
、
青
木
や
小

島
ら
が
中
心
と
な
り
大
正
九
年
九
月
に
創
刊
さ
れ
た
雑
誌
『
支
那
學
』
を
足
場
と
し
つ
つ
、
敗
戦
後
ま
で
た
し
か
な
足
取
り
を
示
し
て
い
く
（
雑
誌

の
終
刊
は
昭
和
二
二
年
八
月
）。

（
4
）  

東
京
お
よ
び
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
支
那
学
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
以
下
の
論
考
を
参
照
。
町
泉
寿
郎
「
島
田
重
礼
と
考
証
学
」、
同
「
東
京
大

学
と
古
典
講
習
科
」、
水
野
博
太
「
井
上
哲
次
郎
の
東
洋
哲
学
と
服
部
宇
之
吉
の
儒
教
倫
理
」（
以
上
、
牧
角
悦
子
・
町
泉
寿
郎
編
『
講
座
近
代
日
本

と
漢
学 

第
４
巻 

漢
学
と
学
芸
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）。

（
5
）  

東
京
お
よ
び
京
都
帝
大
に
お
け
る
支
那
学
を
官
学
と
す
れ
ば
、
私
学
ま
た
は
在
野
に
お
い
て
支
那
・
支
那
学
を
考
究
し
た
人
物
と
し
て
は
、
本
稿

で
論
ず
る
宮
原
民
平
の
ほ
か
、
慶
應
義
塾
大
学
の
奥
野
信
太
郎
（
一
八
九
九
―
一
九
六
八
）、
國
學
院
大
学
の
松
井
等
（
一
八
七
七
―
一
九
三
七
）、

同
志
社
大
学
の
藤
林
広
超
（
一
八
八
八
―
一
九
八
四
）、
上
海
日
日
新
聞
の
記
者
お
よ
び
支
那
通
と
し
て
知
ら
れ
た
井
上
紅
梅
（
一
八
八
一
―
一
九
四

九
？
）、
安
東
新
聞
や
南
満
洲
鉄
道
に
勤
務
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
柴
田
天
馬
（
一
八
七
二
―
一
九
六
三
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
6
）  

中
村
久
四
郎
『
現
代
日
本
に
於
け
る
支
那
學
硏
究
の
實
狀
』
で
言
及
さ
れ
る
「
支
那
學
及
び
東
洋
學
硏
究
」
と
関
わ
る
教
育
・
研
究
機
関
や
団
体

を
、
章
ご
と
に
摘
記
す
れ
ば
以
下
の
通
り
。【
第
一
章
】
東
京
帝
國
大
學
、
京
都
帝
國
大
學
、
東
北
帝
國
大
學
、
九
州
帝
國
大
學
、
京
城
帝
國
大
學
。

【
第
二
章
】
慶
應
義
塾
大
學
、
早
稻
田
大
學
、
諸
大
學
（
日
本
、
法
政
、
國
學
院
、
立
敎
、
立
正
、
大
正
、
駒
澤
、
龍
谷
、
大
谷
、
同
志
社
、
關
西
）。

【
第
三
章
】
帝
國
學
士
院
、
帝
室
博
物
館
、
東
洋
協
會
學
術
調
査
部
、
東
照
宮
三
百
年
記
念
會
育
英
奬
勵
會
、
東
洋
文
庫
、
靜
嘉
堂
文
庫
、
啓
明
會
。



― 98 ―

宮原民平と「通俗衜敎」

【
第
五
章
】
二
松
學
舍
、
斯
文
會
、
日
本
弘
衜
會
、
東
洋
大
學
、
善
隣
書
院
、
大
東
文
化
協
會
並
に
大
東
文
化
學
院
、
懷
德
堂
。【
第
十
一
章
】
東
亞

同
文
會
並
に
東
亞
同
文
書
院
、
東
洋
協
會
並
に
拓
殖
大
學
、
東
洋
文
化
學
會
、
中
日
文
化
協
會
、
東
亞
經
濟
硏
究
會
、
東
亞
事
情
硏
究
會
、
東
亞
硏

究
會
、
日
華
學
會
並
に
東
亞
高
等
豫
備
學
校
、
支
那
時
報
社
、
支
那
事
情
硏
究
社
。

（
7
）  
宮
原
は
明
治
三
五
年
入
学
の
た
め
、
入
学
時
期
で
数
え
れ
ば
三
期
生
と
な
る
が
、
在
学
中
に
従
軍
し
た
こ
と
に
よ
り
卒
業
が
一
年
遅
れ
て
い
る
（
当

時
は
三
年
課
程
）。
四
期
生
の
記
述
は
、
卒
業
年
次
で
数
え
る
こ
と
に
よ
る
。

（
8
）  

台
湾
協
会
学
校
は
、
明
治
三
六
年
三
月
の
「
専
門
学
校
令
」
に
準
拠
し
、
明
治
三
七
年
二
月
二
四
日
に
台
湾
協
会
専
門
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。

な
お
、
台
湾
協
会
学
校
の
校
名
は
「
私
立
学
校
令
」（
明
治
三
二
年
）
に
拠
る
。

（
9
）  

拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
編
『
宮
原
民
平
―
拓
大
風
支
那
学
の
開
祖
―
』（
学
校
法
人
拓
殖
大
学
、
二
〇
〇
一
年
二
月
）、『
拓
殖
大
学
百

年
史 

通
史
編
一
・
二
』（
学
校
法
人
拓
殖
大
学
、
二
〇
一
六
・
一
七
年
三
月
）、
篠
原
英
敏
「
雄
渾
の
こ
こ
ろ
―
宮
原
民
平
先
生
小
伝
―
（
上
・

下
）」（『
海
外
事
情
』
三
一
（
一
〇
・
一
一
）、
一
九
八
三
年
一
〇
・
一
一
月
）、
長
谷
部
茂
「
中
国
語
・
中
国
研
究
の
系
譜
」（『
外
国
語
・
地
域
研
究

の
系
譜
―
拓
殖
大
学
百
年
の
学
統
〈
２
〉』
学
校
法
人
拓
殖
大
学
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）
な
ど
。

（
10
）  

勝
山
稔
「
白
話
小
説
翻
訳
史
に
お
け
る
宮
原
民
平
の
存
在
に
つ
い
て
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』
一
〇
五
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）。
同
「
２ 

近
代
日
本

に
お
け
る
翻
訳
」（
中
村
春
作
編
・
小
島
毅
監
修
『
訓
読
か
ら
見
な
お
す
東
ア
ジ
ア
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
七
月
）。

（
11
）  

宮
原
民
平
「
支
那
の
民
間
信
仰
と
民
族
性
」（『
新
更
論
集 

第
七
巻
』
新
更
會
刊
行
部
、
一
九
三
八
年
一
二
月
）。

（
12
）  

酒
井
忠
夫
「
日
本
に
お
け
る
道
教
研
究
」（『
道
教
の
総
合
的
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
三
月
）、
四
二
〇
頁
。

（
1（
）  

坂
出
祥
伸
『
道
教
と
は
な
に
か
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）、
二
六
三
頁
。
な
お
、
妻
木
の
研
究
を
「
道
教
研
究
に
開
拓
者
的
業

績
を
残
し
た
」
と
評
す
る
視
点
は
、
坂
出
以
前
に
も
酒
井
忠
夫
が
す
で
に
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
（
注（
12
）前
掲
論
文
）。

（
14
）  

横
手
裕
『
道
教
の
歴
史
』（
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
四
月
）、
三
―
二
一
頁
。
な
お
同
書
で
は
、
近
代
以
前
の
「
道
教
」
用
語
に
つ
い
て
も
整

理
さ
れ
る
。

（
15
）  

同
右
、
一
六
―
一
七
頁
。

（
16
）  

高
橋
吾
良
『
諸
教
便
覽
』（
十
字
屋
、
一
八
八
一
年
一
一
月
）、
四
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
が
、
煩
雑
と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
17
）  

戸
川
残
花
『
世
界
三
大
宗
敎
』（
博
文
館
、
一
八
九
五
年
一
一
月
）。
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
九
五
頁
、
二
九
七
頁
、
三
〇
七
頁
。
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（
18
）  

日
本
に
お
け
る
「
東
洋
史
」
の
出
現
は
、
明
治
二
七
年
に
中
等
教
育
の
科
目
名
称
と
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
藤
田
高
夫
「
東
洋
史
学
の
成
立
―

日
本
に
お
け
る
近
代
歴
史
学
形
成
の
一
側
面
」（『
講
座
近
代
日
本
と
漢
学 

第
４
巻 

漢
学
と
学
芸
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
を
参
照
。

（
19
）  
藤
田
豊
八
編
『
中
等
敎
科
東
洋
史
（
巻
一
・
二
）』（
文
學
社
、
一
八
九
六
年
七
月
）。
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
、
二
三
丁
、
四
六
丁
、
一
〇
九
丁
。

（
20
）  

「
東
洋
史
」
の
教
科
書
の
う
ち
、
影
響
力
の
大
き
さ
を
指
摘
さ
れ
る
も
の
に
、
桑
原
隲
蔵
『
中
等
東
洋
史
（
上
下
巻
）』（
大
日
本
圖
書
、
一
八
九
八

年
三
―
五
月
）
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
道
教
の
独
立
し
た
立
項
は
な
く
、「
第
九
編
第
二
章 

玄
宗
の
治
政
」
中
に
記
述
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

た
だ
し
そ
こ
で
も
、「
衜
敎　

衜
敎
は
支
那
に
起
り
し
一
種
の
宗
敎
な
り
」（
上
巻
、
二
四
五
頁
）
と
、
宗
教
と
し
て
言
及
さ
れ
、
神
仙
や
不
老
長
生
、

老
子
や
荘
子
・
列
子
に
付
会
し
て
祖
師
と
な
し
た
こ
と
が
説
明
さ
れ
る
。

（
21
）  

古
城
貞
吉
『
支
那
文
學
史
』（
經
濟
雜
誌
社
、
一
八
九
七
年
五
月
）、
二
八
九
頁
。

（
22
）  

笹
川
種
郎
『
支
那
文
學
史
』（
博
文
館
、
一
八
九
八
年
八
月
）。
引
用
は
そ
れ
ぞ
れ
、
四
六
頁
、
一
三
二
―
一
三
三
頁
。

（
2（
）  

松
本
文
三
郎
『
支
那
哲
學
史
』（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、
一
八
九
八
年
頃
）、
一
三
五
頁
。

（
24
）  

同
時
期
に
流
行
し
た
「
支
那
文
学
史
」
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
は
、
和
田
英
信
「
明
治
期
刊
行
の
中
国
文
学
史
―
そ
の
背
景
を
中
心
に
―
」

（
川
合
康
三
編
『
中
国
の
文
学
史
観
』
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）、
杜
軼
文
「「
中
国
文
学
史
」
の
成
立
」（『
講
座
近
代
日
本
と
漢
学 

第
４
巻 

漢

学
と
学
芸
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
〇
年
二
月
）
を
参
照
。「
支
那
哲
学
史
」
に
つ
い
て
は
、
坂
出
祥
伸
『
東
西
シ
ノ
ロ
ジ
ー
事
情
』（
東
方
書
店
、
一

九
九
四
年
四
月
）
を
参
照
。

（
25
）  

同
じ
内
容
の
も
の
は
、
雑
誌
『
禅
宗
』
一
六
八
号
（
明
治
四
一
年
八
月
）
に
も
「
衜
敎
の
衜
德
」
と
題
し
て
収
録
さ
れ
て
お
り
、
表
現
は
所
々
異

な
る
も
の
の
、
や
は
り
同
趣
旨
の
内
容
が
『
六
大
新
報
』
二
四
二
―
二
四
五
号
（
一
九
〇
八
年
四
月
―
五
月
）
に
「
衜
敎
の
衜
德
」
と
し
て
、
四
回

に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
る
。
な
お
、
狩
野
に
は
「
衜
敎
に
於
け
る
迷
信
」（
支
那
學
會
、
明
治
四
一
年
一
月
）、「
支
那
人
の
迷
信
」（
宗
敎
學
會
、
明
治
四

一
年
三
月
）、「
文
昌
帝
の
崇
拜
」（
支
那
學
會
、
明
治
四
四
年
九
月
）
な
ど
の
講
演
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
関
わ
る
草
稿
が
「
支
那
人
の
通
俗
衜
德
及
び

宗
敎
思
想
」（『
讀
書
籑
餘
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
六
月
）
と
し
て
収
録
さ
れ
る
が
、
ま
と
ま
り
に
欠
け
る
資
料
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
大

き
く
取
り
上
げ
な
い
。

（
26
）  

狩
野
直
喜
「
衜
敎
の
衜
德
に
就
き
て
」（『
支
那
學
文
藪
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
三
年
四
月
）、
三
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
が
、
煩
雑

と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。
文
中
の
誤
字
は
、
初
出
の
新
聞
記
事
に
よ
り
修
正
し
た
。
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（
27
）  

狩
野
直
喜
「
支
那
人
の
通
俗
衜
德
及
び
宗
敎
思
想
」（『
讀
書
籑
餘
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
〇
年
六
月
）、
一
九
七
頁
。

（
28
）  

狩
野
直
喜
「
支
那
硏
究
に
就
て
」。
引
用
は
『
支
那
學
文
藪
』
よ
り
。

（
29
）  
服
部
宇
之
吉
「
善
書
に
就
い
て
」（『
增
訂 

支
那
硏
究
』
京
文
社
、
一
九
二
六
年
五
月
）、
四
八
三
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
が
、
煩
雑

と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
（0
）  

儒
・
仏
・
道
全
体
の
視
点
か
ら
捉
え
る
服
部
の
手
つ
き
は
、
彼
が
宗
教
と
し
て
の
「
儒
教
」
と
倫
理
衜
徳
思
想
と
し
て
の
「
孔
子
教
」
と
を
分
け

て
考
え
る
際
に
も
看
取
で
き
る
。
宗
教
と
倫
理
衜
徳
を
分
け
る
服
部
は
、
さ
ら
に
道
教
の
こ
と
を
「
老
子
の
説
」
の
意
味
で
も
使
用
す
る
（
服
部
宇

之
吉
『
東
洋
倫
理
綱
要
』
大
日
本
漢
文
學
會
、
一
九
一
六
年
二
月
）。

（
（1
）  

小
柳
が
大
正
一
二
年
一
一
月
に
出
版
し
た
『
衜
敎
槪
說
』（
世
界
文
庫
刊
行
會
）
は
、「
衜
敎
は
、
支
那
民
族
の
一
大
宗
敎
な
る
も
（
…
…
）」（「
は

し
が
き
」）
と
述
べ
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
を
解
説
す
る
手
頃
な
刊
行
物
と
し
て
は
国
内
で
最
初
期
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
宮
原
も
橘
も
、
そ
の

内
容
を
基
本
的
に
は
踏
襲
す
る
。
な
お
、
拓
殖
大
学
八
王
子
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
内
に
設
置
さ
れ
る
「
宮
原
文
庫
」
に
は
、
小
柳
の
同
書
も
収

蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
は
宮
原
に
よ
る
と
思
し
き
書
き
込
み
（
線
引
き
）
も
認
め
ら
れ
る
。

（
（2
）  

狩
野
と
服
部
は
、
哲
学
と
し
て
の
道
教
（
道
家
）
に
つ
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
言
及
し
て
い
る
。
京
都
帝
国
大
学
の
哲
学
科
普
通
講
義
で
述
べ
ら
れ

た
内
容
を
後
年
に
ま
と
め
た
、
狩
野
直
喜
『
中
國
哲
學
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
一
二
月
）、
お
よ
び
、
服
部
宇
之
吉
『
東
洋
倫
理
綱
要
』
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
（（
）  

狩
野
は
明
治
三
三
年
四
月
に
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
北
京
に
赴
く
。
服
部
も
明
治
三
二
年
九
月
に
、
文
部
省
留
学
生
と
し
て
北
京
に
赴
い
た
。

両
者
は
明
治
三
三
年
六
月
、
義
和
団
事
件
に
遭
遇
し
、
北
京
の
帝
国
公
使
館
に
籠
城
し
た
経
験
を
持
つ
。
そ
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
服
部
が
後
年
に

事
変
を
回
顧
し
た
『
北
京
籠
城
日
記
』（
大
正
一
五
年
七
月
）
に
詳
し
い
。
こ
の
籠
城
を
機
縁
と
し
て
深
ま
っ
た
狩
野
と
服
部
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

狩
野
直
喜
「
服
部
先
生
の
思
出
」（『
讀
書
籑
餘
』）
を
参
照
。

（
（4
）  

よ
り
政
治
的
な
文
脈
で
は
、
台
湾
総
督
府
に
よ
る
旧
慣
調
査
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
現
地
住
人
た
ち
を
観
察
す
る
視
点
も
、
狩
野
と
服
部
に
影
響

を
与
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
狩
野
は
台
湾
総
督
府
に
よ
る
旧
慣
調
査
の
「
臨
時
臺
灣
舊
慣
調
査
會
第
一
部
報
告
」
に
あ
た
る
『
淸
國
行
政
法
』

の
編
纂
委
員
に
推
挙
さ
れ
て
お
り
、
服
部
も
、
台
湾
で
は
な
い
が
京
城
に
赴
任
す
る
な
ど
、
同
時
代
の
外
地
経
営
に
そ
れ
な
り
の
深
度
で
関
与
し
て

い
る
。
後
述
の
橘
樸
が
台
湾
総
督
府
に
よ
る
旧
慣
調
査
の
方
法
を
採
用
し
て
い
る
点
も
含
め
、
宗
教
と
し
て
の
道
教
を
語
る
う
え
で
は
、
当
時
の
植
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民
地
政
策
と
の
関
係
性
を
丁
寧
に
検
証
す
る
必
要
も
あ
る
。

（
（5
）  
「
先
學
を
語
る
―
服
部
宇
之
吉
博
士
―
」（
東
方
学
会
編
『
東
方
学
回
想
Ⅰ 

先
学
を
語
る
（
１
）』
刀
水
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
）、
一
二
三

頁
。

（
（6
）  

橋
本
循
「
創
見
に
満
ち
た
文
学
史
」（『
青
木
正
児
全
集 

第
一
巻
』
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）、
五
八
三
―
五
八
四
頁
。

（
（7
）  

青
木
正
児
「
支
那
小
說
の
溯
源
と
神
仙
說
」（『
青
木
正
児
全
集 

第
二
巻
』
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
七
月
）、
一
四
九
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ

り
行
う
が
、
煩
雑
と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
（8
）  

青
木
正
児
「
儒
林
外
史
を
讀
む
」（『
青
木
正
児
全
集 

第
二
巻
』
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
七
月
）、
一
七
四
頁
。
以
下
、
引
用
は
同
書
よ
り
行
う
が
、

煩
雑
と
な
る
た
め
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
（9
）  

神
仙
説
の
ほ
か
、
迷
信
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
儒
教
的
な
礼
教
、
風
水
説
、
勧
戒
主
義
が
あ
る
。
青
木
は
『
儒
林
外
史
』
の
こ
れ
ら
旧
習

を
批
判
す
る
筆
致
に
、
写
実
主
義
お
よ
び
自
然
主
義
的
な
視
線
と
、
さ
ら
に
は
理
想
主
義
的
な
志
向
を
読
み
込
む
。
そ
の
立
場
か
ら
『
儒
林
外
史
』

を
高
く
評
価
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
評
価
軸
は
近
代
文
学
的
な
価
値
観
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。

（
40
）  

青
木
正
児
「
支
那
文
藝
と
倫
理
思
想
」（『
青
木
正
児
全
集 

第
一
巻
』
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）、
一
五
二
頁
。

（
41
）  

以
下
、
橘
に
関
す
る
情
報
は
、
山
本
秀
夫
編
『
橘
樸
と
中
国
』（
勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
年
五
月
）、
山
田
辰
雄
ほ
か
編
『
橘
樸 

翻
刻
と
研
究
―

『
京
津
日
日
新
聞
』
―
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
に
よ
る
。
煩
瑣
と
な
る
た
め
、
参
照
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
42
）  

近
年
、
橘
を
思
想
史
的
角
度
か
ら
再
検
証
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
趙
東
旭
氏
や
谷
雪
妮
氏
に
よ
る
一
連
の
論
考
が
そ
れ
だ
が
、
例
え
ば
谷
氏

は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
思
想
史
で
は
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
位
置
に
あ
っ
た
橘
を
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
思
想
史
と
い
う
視
点
か
ら
再
定
位
す
る

（
谷
雪
妮
「「
越
境
者
」
の
思
想
史
―
橘
樸
と
中
国
」（
博
士
論
文
）
京
都
大
学
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）。
そ
の
た
め
、
橘
を
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

表
現
す
る
こ
と
は
不
十
分
な
面
も
あ
る
が
、
本
稿
は
橘
の
位
置
づ
け
を
検
討
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
従
来
通
り
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
お
く
。

（
4（
）  

橘
の
道
教
論
は
戦
後
に
も
あ
ら
た
め
て
、
中
野
江
漢
の
編
集
に
よ
り
『
衜
敎
と
神
話
傳
說
―
中
國
の
民
間
信
仰
―
』（
改
造
社
、
一
九
四
八
年

一
月
）
と
題
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

（
44
）  

橘
樸
『
衜
敎
』（
支
那
風
物
硏
究
會
、
一
九
二
五
年
三
月
）、
二
頁
。

（
45
）  

注（
4（
）前
掲
書
、
二
八
五
―
二
八
六
頁
。



― 102 ―

宮原民平と「通俗衜敎」

（
46
）  

「
聊
齋
研
究
」
の
引
用
は
、
注（
41
）山
田
ほ
か
前
掲
書
よ
り
。
煩
瑣
と
な
る
た
め
、
参
照
頁
数
は
割
愛
す
る
。

（
47
）  

注（
41
）山
田
ほ
か
前
掲
書
、
注（
42
）谷
論
文
。

（
48
）  
注（
11
）前
掲
論
文
、
一
五
一
頁
。

（
49
）  
『
支
那
文
學
大
觀
』
刊
行
の
意
義
や
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
も
の
は
、
以
下
の
勝
山
稔
氏
に
よ
る
論
考
が
唯
一
と
い
っ
て
よ
い
。
勝
山
稔
「
白
話
小

説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
學
大
觀
』
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
―
文
言
・
白
話
小
説
の
受
容
方
法
を
中
心
に
―
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』

二
三
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
）、
同
「
白
話
小
説
受
容
史
か
ら
見
た
『
支
那
文
学
大
観
』
の
位
置
付
け
に
つ
い

て
―
『
支
那
文
学
大
観
』
の
停
刊
と
共
立
社
の
関
係
を
中
心
と
し
て
―
」（『
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
二
四
、
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究

科
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
）。

（
50
）  

宮
原
民
平
「
支
那
の
通
俗
衜
敎
」（『
現
代
支
那
事
情
の
硏
究
』、
大
阪
屋
號
書
店
、
一
九
二
八
年
九
月
）、
一
三
七
頁
。

（
51
）  

「
新
更
會
」
は
、
寮
の
建
設
と
合
宿
講
習
会
、
時
局
講
演
会
、
地
方
支
部
出
張
講
習
会
、
機
関
誌
『
新
更
』
の
発
行
、
夏
季
大
学
速
記
録
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
出
版
、
地
方
農
村
へ
の
巡
回
文
庫
の
開
設
な
ど
精
力
的
な
活
動
を
展
開
し
た
が
、
国
家
主
義
思
想
の
宣
伝
に
よ
る
戦
争
協
力
の
理
由
で
昭

和
二
一
年
に
解
散
し
た
。
詳
し
く
は
、
神
崎
照
恵
「
大
僧
正
荒
木
照
定
伝
」（『
密
教
文
化
』
九
九
、
一
九
七
二
年
六
月
）
を
参
照
。

（
52
）  

大
野
濱
藏
「
挨
拶
」（『
新
更
論
集 

第
七
巻
』
新
更
會
刊
行
部
、
一
九
三
八
年
一
二
月
）、
六
頁
。

（
5（
）  

注（
11
）前
掲
論
文
、
一
七
八
頁
。

（
54
）  

同
右
、
一
八
三
頁
。

（
55
）  

同
右
、
一
八
七
頁
。

（
56
）  

石
田
憲
司
主
編
『
道
教
関
係
文
献
総
覧
』（
風
響
社
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
）
に
は
、
宮
原
に
よ
る
道
教
言
説
と
し
て
、「
支
那
の
民
間
信
仰
と
国

民
性
」（『
東
亜
』
一
九
三
〇
年
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
当
該
文
献
は
残
念
な
が
ら
入
手
で
き
ず
未
見
だ
が
、
論
題
か
ら
は
通
俗
道
教
と
国
民
性
の

関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
だ
と
推
測
で
き
る
。
仮
に
そ
の
場
合
、
宮
原
が
通
俗
道
教
を
中
国
人
の
国
民
性
（
あ
る
い
は
民
族
性
）
と
結
び
付
け
た

発
言
は
、
昭
和
五
年
時
点
で
す
で
に
前
景
化
し
て
い
た
と
い
え
る
。
掲
載
誌
の
性
格
も
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、
宮
原
が
媒
体
や
場
に
応

じ
た
柔
軟
な
道
教
語
り
を
展
開
し
て
い
た
、
一
つ
の
証
左
と
も
な
ろ
う
。

（
57
）  

『
支
那
の
秘
密
結
社
』（
東
洋
硏
究
會
、
一
九
二
四
年
六
月
）、「
ま
へ
が
き
」
よ
り
。
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（
58
）  

伊
達
宗
義
「
宮
原
民
平
／
支
那
秘
密
結
社
」（『
拓
殖
大
学
百
年
史
研
究
』
一
一
号
、
拓
殖
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
室
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
）。

（
59
）  
注（
57
）前
掲
書
、
巻
末
「
東
洋
講
座
の
發
刊
に
就
て
」
よ
り
。

（
60
）  
「
東
洋
硏
究
會
」
は
、
台
湾
協
会
の
後
身
に
あ
た
る
東
洋
協
会
の
有
志
学
者
同
人
に
よ
っ
て
、
大
正
一
二
年
に
設
け
ら
れ
た
。
会
員
は
宮
原
の
ほ

か
、
満
川
亀
太
郎
、
大
川
周
明
、
安
岡
正
篤
、
山
口
察
常
、
松
井
等
、
古
城
貞
吉
ほ
か
、
一
二
名
。

（
61
）  

例
え
ば
、
中
国
大
陸
の
民
衆
に
注
目
す
る
視
線
自
体
は
、
宮
原
も
早
く
か
ら
公
に
し
て
い
る
（「
支
那
人
と
其
運
命
」『
實
業
の
世
界
』
一
三
（
一

三
・
一
五
・
一
六
）、
一
九
一
六
年
六
月
―
八
月
）。

（
62
）  

塩
谷
温
『
支
那
文
學
槪
論
講
話
』
に
焦
点
化
し
、
そ
の
成
立
や
文
脈
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
前
川
晶
「
塩
谷
温
と
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
に

つ
い
て
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
四
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
が
あ
る
。

（
6（
）  

塩
谷
温
「
善
隣
の
長
計
」（『
國
際
觀
光
』
七
（
一
）、
一
九
三
九
年
一
月
）、
五
―
六
頁
。

（
64
）  

塩
谷
温
「
支
那
文
學
硏
究
の
新
方
面
」（『
現
代
支
那
事
情
の
硏
究
』、
大
阪
屋
號
書
店
、
一
九
二
八
年
九
月
）、
一
一
五
頁
。

（
65
）  

塩
谷
と
宮
原
は
個
人
的
な
親
交
を
も
つ
、
友
人
同
士
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
塩
谷
が
戦
後
ま
も
な
く
翻
訳
出
版
し
た
『
西
廂
記
』（
昌
平
公
司
、

一
九
四
七
年
九
月
）
の
「
序
」
に
は
、
次
の
一
文
が
あ
る
。「
明
治
の
末
、
余
が
笈
を
湖
南
に
負
ひ
、
葉
煥
彬
先
生
に
從
つ
て
元
曲
を
學
べ
る
際
偶
々

北
京
發
行
の
同
人
雜
誌
「
燕
塵
」
に
同
地
留
學
中
の
亡
友
、
宮
原
天
樵
の
第
六
才
子
書
の
歌
譯
を
讀
み
て
、
一
讀
快
と
稱
し
（
…
…
）
歸
朝
の
際
、

上
海
に
て
購
へ
る
縮
刷
影
印
の
陳
眉
公
批
評
西
廂
記
を
天
樵
に
贈
り
し
に
、
天
樵
は
早
速
西
廂
歌
劇
を
出
版
せ
り
」（
二
頁
）。
こ
の
「
天
樵
」
は
宮

原
の
号
で
あ
り
、
友
人
で
あ
る
宮
原
に
贈
っ
た
「
縮
刷
影
印
の
陳
眉
公
批
評
西
廂
記
」
は
、
そ
れ
と
思
し
き
現
物
が
、
拓
殖
大
学
八
王
子
国
際
キ
ャ

ン
パ
ス
図
書
館
内
に
設
置
さ
れ
た
「
宮
原
文
庫
」
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
原
が
出
版
し
た
「
西
廂
歌
劇
」
と
は
、
宮
原
の
師
に
あ
た
る
金

井
保
三
（
一
八
七
一
―
一
九
一
七
）
と
の
共
訳
で
刊
行
さ
れ
た
『
西
廂
歌
劇
』（
文
求
堂
書
店
、
一
九
一
四
年
九
月
）
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
金
井

と
も
、
塩
谷
は
友
人
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（『
支
那
文
學
槪
論
講
話
』
中
で
も
塩
谷
は
金
井
に
言
及
す
る
）。
塩
谷
と
宮
原
の
協
業
を
考

え
る
際
に
は
、
両
者
間
の
個
人
的
な
交
際
関
係
も
視
野
に
収
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　 

（
原
稿
受
付　

二
〇
二
二
年
一
〇
月
二
四
日
）
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